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111-1-1 歴史と概観

運動やスポーツが原因で発生する病気や健康破壊に関する歴

史と動向とについて述べる． 競技者としてスポーツに関わって

いる選手とその指導者にとっての最大の脅威は， 同一部位を同

ー動作で激しく使い続けることが原因で発生する「スポーツ障

害」であり ， 一般に「使い過ぎ症候群」とも呼ばれている ．

我が国の体育の歴史を顧みれば． 1924 年の吉田章信による

「提要運動生理衛生学」にはすでに「運動に因る傷病予防」の

語が用いられ， その内容は今日のいわゆる「スポーツ災害」に

近いものであった． 吉田は， 文部省（当時）の学校衛生官と国

立体育研究所技師を併任する内科医であり ， 彼の関心はもっぱ

ら結核発症と運動との関係にあった 大学でスポーツに興じた

若者の卒業後 6 年間の死亡原因のおよそ 6 割が結核という当時

の劣悪な衛生状態が背景にあった吉田は大学教育を感染症か

ら守るという今日の我々には想像を絶する困難な課題に立ち向

かっていた． 彼はまた， その著書の中に「運動と気温及び気湿」

という章を設けて熱中症や凍傷予防について述べている． この
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中で 1898 年に文部省普通学務局（当時）が愛媛県に宛てた意

見書 「小学校衛生上体操施行に関する学校衛生主事の意見」 の

抜粋をあげて， 日陰の気温が 28~30℃以上のときには， 直射

日光の下での運動は避けるべきこと ， 気温5℃以下で疾風（明

治大正期の風力階級で現在の風力 5 に相当し 8.0m／秒以上

~ 10.8m／秒未満の風）以上のときには， 屋外での体操は注意

を要することが書かれていることを紹介している． 今日の「熱

中症予防のための運動指針」に匹敵する考え方がすでにこの時

代にあり 子どもたちの命が大切に扱われていたことがうかが

われる

スポーツ陪害（独語：Sportschaden, 英語：Sport Injury) 

の語は， ドイツの整形外科医ベッツナ ー (W. Baetzner)によっ

て 1936 年に定義され． 我が国では ， 白石謙作によって 1951 年

刊行の「体育医学（上）」の中で最初に用いられた「運動障害」

に翻訳されたと考えられる ． この中では疲労や過労による障害

や心臓の運動適応（スポー ツ心臓）などが詳細に述べられてい

る反面， いわゆるスポーツ障害に関しては， ベッツナ ー を引用

して「特定の種目に特定の外科的障害が発生するのは当然のこ

とである」 と述べるに留まっている．

当初「スポーツ障害」の語は， 整形外科の臨床医の問だけで

用いられていたが 1970 年頃から体育指導者にも周知されて

今日に至っている（豊田， 1975) ． スポー ツ障害の治療方法に

は， 整形外科医ばかりでなくスポーツ指導者でも非常に高い関

心を持っている． しかし いずれの専門臓もスポー ツ指導者に

とっての根本課題である予防法への関心は希薄である． スポー
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ツ障害は， 発生原因が明確で， 症例も多く ． 発生率が異常に高

率であるにもかかわらず， 我が国の予防のための知識や制度に

広がり は見られない． これは臨床医の側からすれぱ， スポ ーツ

障害が致命傷ではない ことに起因していると思われるが， 競技

者・指導者側からすれぱスポーツ障害は， 選手寿命や競技生命

を脅かし， 自己実現を防げ， 富と名声を左右する重大な要素で

ある スポーツ障害を疫学の対象にする試みがすでに始まって

おり， スポー ツ障害の発症率の算出方法に活動時間が導入され

て． 従来の活動人員当たりの発症率とは異なる理解ができるよ

うになっている．

一方． 練習意欲がわかない ， 競技成績が長く停滞するなどの

背後に運動性貧血（横井， 2002)， うつ病 (Yang, 2002)， 摂食

障害 (Sundgot-Borgen and Torstveit, 2004)などの意外な内

科疾患や心の病気が潜んでいる事実が続々と明らかにされ ， 内

科や精神科までスポー ツ医学がカバーする時代が到来してい

る．

さらには さまざまなスポ ー ツ場面が病原体を伝播させる場

となっている事実も知られるようになってきた． ボクシングの

ように激しく身体接触する競技では， 互いの出血に被曝するこ

とによってヒト免疫不全ウイルス(HIV)への感染が予想され，

競技団体の多くが対応を求められる一幕があったが， 幸いにし

てこうした事実は確認されていない• HIV同様に血液感染す

る B 型肝炎ウイルス (HBV) では， 相撲とアメリカンフット

ボールですでにスポーツ感染が発生している (Kashiwagi et 

al, 1982) ． キュ ーバのフェンシング． 柔道 ， レスリングとサッ
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カ ー のアスリートを対象とした HBV と C 型肝炎ウイルス

(HCV)の検査結果によれば． HCVの隔性者はなく ， HBVの

陽性者は1.3％あったが． 一般の労働者に比べて高率というこ

とではなかった(Rodriguez et al., 1997). 

致死的ではないけれども発熱などの特有の症状が競技力や

チ ー ムカを著しく低下させる黄色プドウ球菌の皮膚創傷面への

感染は， 相撲． 柔道やレスリングなどの格闘技とラグピ ーやア

メリカンフットポー ルといった 皮膚を損傷する機会の多い競技

では重要な感染症になっている（田神ら， 2006).

熱中症は， 死亡率の高い環境災害であり， 働く人々が発症す

る労働災害としての側面が強調されてきたが， 労働分野での作

業環境整備が進められた結果， 今日では屋内作業現場での発症

は影を潜め， 死亡例のすべてが夏季の屋外作業中の事例で占め

られる時代になっている（厚生労働省， 2006)． スポー ツ連動

中に発生する熱中症は， 1994 年に日本体育協会が定めた「熱

中症予防のための運動指針」の浸透に伴って， 財団法人日本ス

ポー ツ振興センターが担当する学校管理下の災客給付実役の数

値は明らかに減少した（日本スポ ー ツ振興センタ ー HP) ． し

かし， 学校の課外活動がスポーツクラプやスポーツ少年団など

の学校外のスポーツ活動へと引き継がれつつある現在では，

「熱中症予防のための運動指針」策定に用いられた学校管理下

の災害統計は， スポーツ運動中の熱中症の実態を正しく反映し

ていない． 2000年より学校管理外のスポー ツ活動中に発生し

た熱中症がスポーツ安全保険の対象に組み込まれたが， 給付実

績報告の中に熱中症件数は公表されていない つまり， 日本体
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育協会の「熱中症予防のための運動指針」がどれだけ有効で

あったかを判定することさえできないのである．

教育やスポーツ行政を担う地方自治体の財政事情の悪化によ

うやく歯止めがかかったとはいえ， 教室の空調すらされていな

い現段階では体育館の空調など及ぶべくもなく 會 スポーツ環榜

改善による熱中症対策は進んでいない． 労働災害の防止に投入

された資源に匹敵する投資と一 段の技術革新を進めていかなけ

れば子どもたちに安全なスポーツ環境を提供することはかな

わない．

a1-1-2 スポーツ傷害・障害データの取り扱い

スポーツ傷害やスポーツ障害の発生を数値的に扱い ， それら

の性質や予防を科学的に理解する研究分野がスポーツ傷害疫学

であるが． これを専門として取り組んでいる研究者はいまだ我

が国にはいない ． スポーツ傷害疫学のもとになっている考え方

は． ゴー ドン(Gordon, JE)の1949年の論文
“

The epidemiology 

of accidents" である ． この中で． 事故や災害の動向が， 感染

症の原因解明に用いられてきた疫学の法則に従うことが示され

た1960年代に入るとスポーツ倦害にも疫学の手法を導入し

て， その全体像の記述と原因に迫って予防を図ろうとする人々

が 現れ始め (Haddon et al, 1962; Wallace, 1988), 1996年の

"Epidemiology of Sports Injuries" の出版へとつながった．

疫学が用いる指標には， 厳密な定義が求められ， 重要な指標

に有病率と発症率がある． 有病率(prevalence)は， 過去1年

間にスポーツ儒害を発症した競技者の数を調査対象の競技者総



6 l章 体育＊ スポ ー ツによる病気と傷害

数で割って求める． 有病率の問題点は， 競技者の中には複数の

傷害を負う者がいるかもしれないという点である． 例えば膝と

腰の両方に問題を抱えたとしても， 彼らは1件とカウントされ

る 有病率は， 死亡統計などの国のデ ー タでは人口10万人当

たりの原因疾患別に発表されているが， スポ ー ツ傷害では， ス

ポーツ活動をしている100人当たりで求めるのが 一 般的であ

る． 統計をとるに当たり， 傷害の内容 ， 部位 ， 程度などの区分

をしてそれぞれの定義を定めなければならない． また ， 調査対

象についても， 性別， 競技種目や競技レベルなどは重要な項目

である 特に競技レベルの定義はプロフェッショナル ， シニ

ア， ジュニアなどの大区分のもとに さらに公式リ ー グ出場の

有無などの精細区分で定義されるべき性質のものである．

これに対して発症率(incidence)は， これからの1年間に

発生するスポ ー ツ傷害のすべてを記録し， 1,000スポ ー ツ活動

時間当たりに何件の傷害が発生したかを求めた数値である． 統

計をとる際の留意点は， スポ ー ツ活動に要した時間を記録する

以外は， 有病率と変わるところはない．

科学的にスポ ーツ傷害の原因追及や制度・ルー ルなどの変更

（疫学では「介入」という語を用いる）の評価に使える数値は

この発症率であるが， 我が国のスポー ツ界にはこの値の記録が

見当たらない． 大規模なデー タベースが必要とされ， 煩雑な入

力作業が災いしていると考えられるが ， 野球やサッカ ーなどの

カのある競技団体は， スポー ツ選手最大の健康問題解決に向け

て率先して発症率を導入すべきである 現在の選手たちを取り

巻いている政策・制度的課題から施設・用具の問題点と指導内
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容や指導者に関する課題に至る選手の健康に関わる多くの事象
をスポ ー ツ傷害・障害の発症率を用いて可視化することによっ
て ， スポ ー ツ傷害疫学は関係者を説得して状況を改善すること
ができる． これは， アスリ ー トを最良の状況で競技会に送り出
し 最大の競技成績獲得に貢献する手法である．

置l住育 ・ スポー ツと病気 ・ けが
ヽ
ー
ノ

1-2-1 スポーツ外傷・傷害

スポ ー ツ傷害はスポ ー ツ外傷とも呼ばれて， 身体組織が損傷

するほどのスポ ー ツ活動中の過大な衝撃による外傷のことであ

る． 損傷が頭部と頸部に及ぶ場合や， 内臓の主要臓器に重大な

損傷が及ぶ場合には， 死亡や後遺障害という経過を経て若者の

未来に重大な悪影響を及ぼす ． スポ ー ツ傷害の多くは予測可能

なものであるが， 人知の及ばない災害の場合には， 発生後の原

因究明技術的な対策ならびに体育・ スポ ー ツ指導者への事例

の公開と予防対策の啓発に取り組まなければならない．

最も頻度の高いスポ ー ツ傷害は， 競技者同士の衝突に由来す

るものであり， ラグビ ー ， サッカ ー ， バスケットボー ルやアメ

リカンフットボ ー ルのように攻守が同一 コ ー トで活動するス

ポ ー ツ種目に多発する特に， 競技のスキルレベルが未熟でか

つ， 補強筋群が未発達なジュニア段階に犠牲者が多い． アメリ

カンフットボールでは， ヒトの頸椎補強能力の限界を越える衝

撃が避けられないことを自覚して， ある一 定角度を越えて頸椎
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の屈曲が起こらない保護具（ショルダ ー ）をルー ル化したこと

によってスポ ー ツの範疇にとどまることができた

高速で飛来するボー ル， フルスイングされた ラケットやバッ

ト， 蹴り上げた足や脚などが凶器と化すことはスポ ー ツ場面で

は珍しいことではない 野球のピッチャ ーは常にこうしたリ ス

クを加害者， 被害者の両面から負っている． そのため， 打撃練

習のときには， 打撃球を遮るフェンスの影から投球できる仕掛

けが使われている また， 高校野球連盟ではバットやボー ルの

反発係数を指定して打撃球が凶器化することを抑えている

150km/hを超える投球から打者捕手と主審を守るヘルメ ッ

トやフェイスマスクに加えて， 最近では肘や膝のプロテクタ ー

が登場している． サッカー では， 靴の裏のスパイクが見えるほ

どに蹴り上げるプレー は ラフプレ ー に指定されているが， 結果

的にプレー ヤ ーを傷付けたときにしか執行されないルー ルであ

り， 抑止力として機能していない．

互いに凶器であることを自覚して打ち合うボクシングでは，
こぶし

拳による打ち合いを禁じ， 打撃による衝撃を小さく抑える保護

具としてのグロ ー ブの装着を義務付けている これによって，

ボクシングはかろうじてスポ ー ツの範疇に留まっているが， 常

にこうした議論に曝され続けている． アマチュアの場合には，

グロー ブに加えてヘッドギアの装着が義務化されているほかに

ラウンド数の制限も行われている． それでも， 繰り返し鈍い衝

撃を受けることによる脳の損傷（パンチド ランキング）の問題

は完全に払拭されたわけではない．

静止構造物との衝突によるスポ ー ツ傷害は， ゴ ー ルやネット



1 - 2 1本育 ・ ス ポ ー ツ と 病気 ・ けが 9 

の支柱を撤去する， 支柱に衝撃吸収材を取り付ける， 競技 コ ー

ト 周辺の壁やフェ ンス と の間に十 分 な 距離を確保して衝撃吸収
材で被覆する な どの処置が進められている． し か し ， こ う した

対策は我が国の津 々 浦 々 にまで浸透 しているわけではな く， こ

う した危 険に接してスポ ー ツ が行 わ れているこ と をスポ ー ツ の

指導者は自覚しな ければ な ら な い． 我が国の学校プ ー ルの大半

が l m 程度の水深を有 し て お り こ う し たプー ルで水泳の飛び

込みスタ ー トをさせたために， プ ー ルの底に衝突 して脳や頸椎

の損傷を負っ た子どもたちが複数発生した． 教科の指導内容か

ら飛び込みスタ ー トを削 除するこ と によっ て教員 や水泳指導者

の危機 管 理は 図 られたが， 場の管 理者 と し てのリ スクは な く

な っ てい な い． 新た に 設置され る プ ー ル水深の仕様が変更され

ていな いのは， 泳げな い子 どもたちの水泳講習 の場の確保を優

先する姿勢の現れ と 考えられるが， 水 泳指導経験の乏 しい小学

校教員による初心者水泳指導が， 教育目 標の達成に奏効する と

は考えにくい． 泳げな い子 どもたちの水泳指導は， 経験も人材

も豊富 な スイ ミ ングスクー ルに委託 し て， 学校では豊かな 水辺

ライフを 目 指した教育内容を充実させる時期 にきている と 感 じ

ている． このためには 2 m 以 上の水深が必要にな り こ う する

こ と によっ てプー ル底 と の衝突を過去の問題 と するこ と が可能

と なる また， 水球やシンクロナ イ ズドスイ ミ ング な どの新種

目 の低年齢導入ができるよ う に し て水辺スポ ー ツ の多様化 と 高

度化に期待 し たい．

筆者が最も衝撃を受けたスポ ー ツ 傷害事例は， 幅跳びの着地

後に右側に大きく ジャ ンプ した男 児が， この飛翔 中 に低鉄棒に
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衝突して落命したケー スである 教育の現場では， 砂場と鉄棒

はかなりの頻度で隣接している． 砂場は， 砂 遊 び場の ほか に ，

幅跳び や鉄棒の単元では着地場所として使われること に合理性

が感じられるので， 両者が併 設されることに違和 感はなかっ

だ このケー スは， 我 々 の予想をはるか に 越えて発生した事故

であるが ①低鉄棒と砂場とを離す， ②走り幅跳びの着地場所

と低鉄棒 の 間を体育指導者の立ち位置と定める， によっ て完全

に 防 ぐことが可能である． こういう事例を知ること に よっ て，

次 に同じケー スが発生したとき に は， 「想 定 内の事故」 の位置

付けが行われて， この事例を知っ ていたか否かにかかわらず指

導者はこの責 任を負うことを求められる この男 児は， 一流選

手の跳躍 に 感動してこれを真似てみ たかっ た のであろ う ま

た， こういうことが容易 に 真似できる素晴らしい資質をもっ た

子ども だっ たと思われる 体育指導者 に は， こうしたリ スクを

察知し， 未来のある子どもたちの命を守る力量を蓄えることが

求められている．

プ ー ルの吸い込 み 口 に 吸い付けられて落命する子どもたちの

事故については， 大きく報道されてきたので， 体育指導者であ

れば， 周知のことと思われる． 学校のプー ルでは， 循環ろ過装

置 が導入された昭 和 30 年代 に最初の 事例 が発生し， これまで

に お よ そ 60 人が犠牲になっ た． これらの大多数はプ ー ルの底

に 設 けられた吸い込み 口で発生し， 吸い込み 口の覆いを犠牲者

自らが取り外したことが原 因で発生した 今 日 までに， 子ども

の力で取り外しができる構造 に なっ ていた覆いをボルトで固 定

するなどの方法によっ て改修されて全面的 な解 決を見たが，
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たったこれだけのことに 40 年の歳 月 を要 し て し まった． し か

し， ま だ 安心 し て はいけない． 60 件の 中 には， 壁 面に 設けら

れ ていた体で覆い隠すことができる吸い込み 口に吸い付けられ

て 溺死 し たケー スが 1 件， さらにはプー ル水の逆 回 転によって

壁面の通常であれば吐 出 口となっ ている穴に吸い付けられ て 溺

死 したケー スが 1 件含まれている 前者は， 吸い込み 口を覆っ

て いる網のサイ ズ が人体で覆いつく せるほ どに小さか っ たため

に吸い付けられて自力で逃げられずに溺れたものである． 壁面

に吸い込み 口を設ける場合には， 大 人の 身長より長く， 体幅よ

りも広く し て， 人体で覆い隠すことができないサイ ズでなけれ

ばならない． こう し た考え方は器機の設計の イ ロハであり， 基

礎的な人 間工学の知識である． 後者のケー ス （プ ー ル水の逆 回

転 ） は， ろ過器を再生する逆流洗浄の 際に必ず行われる． この

操作を続け て いる 間 は水が下水道に流 出 し て 減っ て いくので，

長 時 間にわたって この操作を続けることはない プ ー ルに人が

入って 使用され て いる間に逆流洗浄の操作をすることも通常で

は考えられない危 険な操作である． 筆者はこのケー スの真の原

因をつか んでいるわけではないが， これを突き止めて予防策に

反映されなければ再発の危険がある． 人による誤操作や器機の

誤作動は， 原 因さえわかれば容易 に 防止することが可能であ

る．

運動場や校庭に配置されるさま ざまな器具の転倒によって傷

つく 子どもたちの事例も後を絶たない． 最も多いケー スがサッ

カ ー ゴー ルの転 倒 時に下敷きになる， 頭頸部を打ちつけられる

というものであり， 広 義のスポ ー ツ 外傷に含めて いる． この多
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くは， 子 どもたち がサ ッ カ ー ゴールを遊びの対象としている最

中に突然に回 転するよ うに転倒して発生する． 子 どもたち が自

由に出 入 りする校庭な どの場所に置かれる物品は， 子 どもたち

の興味を引 いて遊びの道具として さ まざまに活用さ れる宿命を

負っ ている． 製 品を設計し， 製造し， 購入して使用維持管理す

るすべての段 階でこの宿 命が認知 さ れ， 対応して いかなけれ

ば 同 じ 事故が際限なく繰り返 さ れることは自明である． 製品

の安全情報や事故事例集な どは どこでも手に入れることができ

る時代がきて， 製造物責任法を楯にした責任追及がますます熾

烈となっ て い る． こうした製 品の製造から使用に関 わる人 々

は， 子 どもの行動の特性を熟知しなければならない ． 事故と呼

べるのは世界初の， 正に人知の及 ばない事例 だけに限定 さ れ，

2 例目からはすべて人為的災害と位置付けられる． その 日 が近

いことを予言しておきたい ．

1 -2-2 スポーツ障害

1 - 2 - 2 - 1 ス ポ ー ツ 障害総論

スポ ー ツ 障害とは， 長期にわたっ てスポ ー ツ 活動を続けた結

果 そ れぞれの種目に特有の痛 み ， 炎症や骨の変形に よ っ て， ス

ポ ー ツ 活動が妨げられることをいう． 労働衛生学の分野にも同

様の障害が発生することがあ り， 保母や介護福祉従事者の腰痛

症がその代表的な障害である． テニスプレー ヤ ーの利き腕の肘

に発生するテニス肘， 野球の投手の野球肩 や 野球肘， 陸上競技

の跳躍選手， バレー ボー ル選手， バスケッ ト ボー ル選手のジ ャ

ンパ ー 膝な ど枚挙に いとまがない ． コ ー チや 監 督にとっ てス
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ポ ー ツ 障害の発生は， チー ム の成績 を 左右する重大関心事であ

り， 選手にとっ ては心 身の苦痛に加 え て， 選手寿命の短縮 や 中

年 以降の再発の不安に さ いなまれることになる． 原 因は， 同 じ

動作 を 強い負荷で繰り返したことに よ っ て， 骨， 関節， 腱， 靭

帯， 神経や筋 肉に発生する軽度の傷害の繰り返しに よ る炎症で

ある． 一般には， 使い過 ぎ症候群や オ ー バー ユ ー ズな どと称 し

ている． ス ポ ー ツ 外傷が競技 • 練習中の 「事故」 が原 因となっ

て発生するのに対して， ス ポ ー ツ 障 害は， ス ポ ー ツ 指導者の

「未熟 さ 」 にその究極の原 因 を 求めることができる．

1 - 2 - 2 - 2 ス ポ ー ツ 障害各論

1 ) 筋 と 骨の接合部の 障害

発育のス パ ート前にス ポ ー ツ を 始 め た 子 どもたちに好発する

オ ス グッド ・ シュ ラッテ ル氏病は， この カ テ ゴリ ーの代表疾患

である． この障害は， 大きな力 を 出す膝伸筋である大腿 四頭筋

が腔骨に付着する部位（胚骨粗面）に現れる変形と痛 みに よ る

運動障害であ り， その周辺の胚骨に亀裂， 剥離や 変形が起こる．

ジ ュ ニアス ポ ー ツ の指導者にとっ ては避けて通れない最も重要

で高頻度の疾患である． 発育のス パ ートが終われば発症しない

ので， 自覚症状の訴 えがあっ た り， 日 常の健康観察の際に異常

を 感じたときには， 走， 跳， 蹴や膝屈伸な どの大腿 四頭筋に大

きな負荷 を 与 える練習メ ニ ュ ー を 大幅に削 減しなければな らな

い ． 同 一チー ム 内に複数の患者がいる場合には， コ ー チや 監督

は練習内容の点検 を して， 改善を 図るべきである．

ヒ トで最も よ く発達している大腿 四 頭筋は， 直立歩行に欠か

せない筋 肉 である． とこ ろ が， シス テ ム としての人体は， 発育
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途上にある子 どもたちに早 く 走る． 遠 く ま で跳ぶ， 重 いボー ル

を蹴るな どの大きな負荷がかかる事態を想定 していない ． 大腿

四頭筋自体には， これ ら に柔軟に適応する仕組みが用 意されて

いるが， 大腿 四頭筋の付着部位となる腔骨の発育発達にはこれ

らに適応 できない 「欠陥」 が残されている． 人類のこの欠陥を

補 う のは， 治療に当 たる整形外科医で はな く ． 発症予 防策を実

践できるスポ ー ツ指導者である． オ スグ ッ ド ・ シ ュ ラ ッ テ ル氏

病の発症を最小限に食い止めることができれ ば， よ り多 く の有

能な競技者が ト ッ プアス リ ー ト に ま で育つ確率が上がっ て， 我

が国の競技力向上に貢献するはずである．

足関節の動き （底屈， 背屈， 回 内， 回外， 内 反な ど）に関わ

る ヒ ラメ 筋， 長趾屈筋， 深下腿筋膜が胚骨に付着する部位とシ

ンスプ リ ン ト の痛 みとは， 部位的に一致 し， 再現実験に よ る証

明も行われている （萬納寺， 2001) ． 走動作 は ， これ ら の筋を

動員 して収縮と伸展を繰り返す． 筋の収縮力が小さ く なる筋疲

労の状態 で， さ ら に走 り続けると胚骨との付着部への荷重が増

大 して過負荷となっ て発症すると考え ら れている． このことは

ビ ギ ナ ー や強化練習の初期 の 発症が多いことと一 致 している．

スポ ー ツ指導者 は， 当 該部位への負荷を調整するとともに， 筋

肉が走負荷に十分に適応する ま での期 間を与えること， 足関節

の動きに応 じ た補強運動を導入することに よ っ て予 防すべきで

ある．

2) 軟 骨 の 障害

軟骨 は痛覚をもたないので， 発生 し た障害を自覚することは

ないが， 損傷後に再生 し た軟骨 は， 脆弱 で 当初の性能を発揮す
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る こ と は な い （大塚 ・ 村瀬， 2001 ) ． 軟骨 に 繰 り 返 し 作用 す る

負 荷や衝撃 は， 軟骨 の微小外傷 を 生 じ さ せて軟骨細胞の壊死 と
軟骨成分の 吸収 を 起 こ さ せ る ． 軟骨がな く な る と 下層 の骨 が露
出 し ， 外力 が直接骨 に 伝 え ら れて損傷 を 受け て初期症状の鈍痛
が現れ る ． 野球 （投手） ， バ レ ー ボ ー ル と 剣道 の ジ ュ ニ ア 選手
の肘 に 多 く ， 膝や足 関 節 に発生す る こ と も あ る ． こ の症状の 中
で 「離断性骨軟骨炎」 の 場合 （古賀 ・ 吉津， 2000) に ス ポ ー ツ
指導者 は ， ポ ジ シ ョ ン の 変更や ス ポ ー ツ 種 目 の変更 を 視野 に 入
れ た 対応 を 迫 ら れ る 野球の投手 の場合 は ， 離断性骨軟骨炎 を
放置 し て投球 を 続 け る と ， 高 い確率で変形性肘関節症 に移行 し
て投手生命 を 断 た れ る ． ジ ュ ニ ア 選手 の段 階の指導で， 初期症
状の鈍痛が生 じ る こ と の な い 指導法が望 ま れて お り ， 予 防 策 と

し て ， 1 日 の練習 時 間 制 限 ( 1 時 間 30 分以 内 ） ， 投球数制 限 ( 1
日 50 球， 1 週 300 球） な どが提案 さ れて い る ．

3) 靭帯 ・ 腱の障害
大腿四頭筋 が胚骨粗面 に移行す る 部位 を 膝蓋靱帯 と 呼び， 代

表 的 な ス ポ ー ツ 障 害 の ジ ャ ン パ ー 膝 を 発症 す る 部位 で あ る ．

ジ ャ ン パ ー 膝 は ， 激 し い動作 に 伴 う 衝撃 に よ っ て膝蓋靱帯 に 生
じ る 微小外傷 (microtrauma) の 蓄積が引 き 起 こ す靭帯の 変性
と 解 さ れて い る ． 運動 中 は も ち ろ ん常時痛みがあ っ て触れ る と
痛みが増す と い う 症状の た め に ， 競技力 を 著 し く 損 な う ． 有効
な予防方法や治療方法 は な く ， 多 く の競技者は ， 症状 と の折 り
合 い を つ け な が ら 競技生活 を 続 け て い る ． 下肢骨 の配置の 乱 れ
(malalignmen t) は ， ジ ャ ン パ ー 膝 の 発症 リ ス ク を 高 め る と い
う 臨床 デ ー タ に基づ く 説があ る が， 正 し い疫学デ ー タ で検証 さ
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れ た 説 は な い ．

オ ス グ ッ ド ・ シ ュ ラ ッ テ ル氏病で は大腿四頭筋 の張力 は腔骨
粗面 を 破壊 し て 運 動 の エ ネ ル ギ ー を 吸収 し て い た が ， ジ ャ ン
パ ー 膝 で は ， 膝蓋靱帯 に微小外傷 を 起 こ し て 運動エ ネ ル ギ ー を
吸収 し て い る ． 膝蓋靱帯 を 破壊す る ほ どの 運動エ ネ ル ギ ー （衝
撃） が負 荷 さ れ る 状況 を 克服す る 方策 は， 体重 を 落 と し て 衝撃
を 抑 え る 以外 に は な い ．
4) 上 ・ 下肢帯の障害

肩 関節 は 上肢の 動作 の起点 と な る 関 節 で あ り ， 肩 甲 骨 の最外
側 の 肩 峰 烏 口 突起 と 肩 甲 関節商 で形成 さ れ た 空 間 に上腕骨頭
が納 ま る 基本構造 を し ， 広 い可動範囲 を 有す る と と も に ， 上腕
の ヒ ネ リ （ 内 旋 ・ 外旋） に も 対応 で き る ． 肩 の ス ポ ー ツ 障害 は
腕 を 頭 よ り 上 方 に 動かす動作 を 繰 り 返すすべ て の 種 目 （水泳，
野球， テ ニ ス ， や り 投 げ， ハ ン ド ボ ー ル， バ レ ー ボ ー ル ， 水球
な ど） に 発症 の リ ス ク が あ る ． 水 泳競技者 で は ， 毎 週 10,000
ス ト ロ ー ク 以上 を 繰 り 返す と い わ れ， そ の 際 に 上腕骨大結節 と
肩 峰 と の 間 の肩 峰下滑液包 を 損傷す る こ と があ り ， こ れが水泳
肩 の 成 因 の 一 つ と 考 え ら れ て い る ．

股 関 節 は ， 肩 関節 同様 の 可動範囲 を 有す る 関 節 で あ る が， 通
常 の ス ポ ー ツ 種 目 の動作 で は ， 肩 関節 ほ どの多様 な動 き を 要求
さ れ る こ と がな く ， 保護の た め の組織な どが よ く 発達 し て い る
た め に ， ス ポ ー ツ 障害 の 頻度 は低い ． 大転子部滑液包 炎 は ， 足
長 に左右差があ っ て足 の 運 びが乱れ る 女子長距離 ラ ン ナ ー が発
症す る こ と があ る ．
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置l スポー ツ感染症 -----_） 
感染症とは， 環境 中 （大気， 水， 土壌， 人を含 む動物）に存

在す る 病原微生物が ， 人体に侵入して増殖または毒素を放 出 し

て起 こ す疾患であ る 感染症を引 き起 こ す病原微生物には， ウ

イルス （イ ン フルエ ン ザ ウ イ ルス ， ノ ロ ウ イルス な ど） ， リ ケ ッ

チア （ ッ ツ ガ ム シ 病 な ど） ， 細 菌 （腸管 出 血性大腸菌， コ レ ラ

な ど） ， 寄生虫 （饒虫 な ど） ， カ ビ （水虫 な ど） があ る ． ス ポ ー

ツ 活動に伴 う 感染症として は 水泳プー ルな ど施設環境を介 し

て感染す る ウ イルス 性結膜炎や 白 癬 菌 な ど に よ る 皮膚 感染症，

グ ラ ウ ン ド や 土壊， 湖 沼 な どの自然界 に 生息す る 病原微生物に

よ る 感染症， 血 液 や 体液 な どを介して感染 す る 肝炎 な どがあ

る

畠 1 -3- 1 ア デ ノ ウ イ ル ス感染症

1 )  流行性角 結膜炎 （ は や り 目 ）

主 にアデ ノ ウ イ ルス 8 型 により引き起 こ さ れる ． 以前はプー

ルで う つ る 夏の病気だ っ たが， 近頃では一 年 中 見 ら れ る よ う に

な っ た． l ～ 2 週 間程度の潜伏期の後， 眼瞼腫 脹， ろ胞を伴 う

結膜炎 目 や に ， 耳介前 方のリ ン パ節腫脹 な どの症状が 2 ~ 3

週 間持続す る ． 感染力が強いため に 学校伝染病 に指定 さ れてお

り， 感染の恐れが なくな る まで登校禁止と な る ． 角膜炎の症状

と して， 本症 に 特徴的な 角膜の点状混濁が起 こ り， 視力障害を

感 じ る こ とがあ る ． また， 黒目の表面がす り むける 角膜 び ら ん
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こ れ ら の 症状は， 数 力 月 か ら 1 年 に 及ぶ場合があ る

国 内 で の 集 団 感染事例 と し て ， 田 神 ら は 1990 年 7 ~ 9 月 に

か け て 中 部地 方 の A 小学校 で発生 し た 237 人 に 及 ぶ 本症 の 流

行 を ， 校長が渦 中 に残 し た 詳細 な 記録 を も と に 報告 し た ． 疫学

的 な推定の結果， 感染源 を 特定 し て こ の流行へ の プ ー ル の 関 与

を 明 ら か に し ， さ ら に 二 次 的 な 家庭 内 感染 に つ い て も 証 明 し
た こ の事例 で は ， 一 次感染者 は 8 月 5 日 ま で の 96 人 （ 図 1 -

1 の 黒 い カ ラ ム ） で あ っ た が適切 な 防疫処置が行 わ れ な か っ た
た め に そ の 1.5 倍 も の二次感染者 ( 141 人） を 出 し て い た （図
1 - 1 の 8 月 6 日 以降 の 黒 い カ ラ ム と 灰色 の カ ラ ム の合計） ．

本症 に は決定的 な 治療法は な い． 感染 は 主 に手指 を 介 し た接
触感染 で， ウ イ ル ス に 感染 し た 眼 を 手 で触れ る と ， 手か ら さ ま

を 生 じ る ．
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図 1 - 1  中部地方の A 小学校 に お け る ア デ ノ ウ イ ル ス 集団 感染 （ 田 神 ら ，

19�3 よ り 改変）
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ざ ま な 物 ， 物 か ら 手へ と 感染 し て い く ． 本症 は非常 に 強 い 感染
力 を 有す る た め に ， ド ア ノ ブや タ オ ル を 介 し て 容易 に 感染が拡
大す る の で予 防 が重 要 で あ る ． プ ー ル 感染 の 防止策 と し て は ，

患者の プ ー ル ヘ の 入場 を 拒否す る こ と が最 良 の 予 防 法 で あ る ．

し か し， 微弱 な初期症状の 時点 です で に 感染力 を 有 す る の で入
場拒否 を 実行す る こ と は 困 難 で あ る ． 消毒の 有効成分であ る 次
亜塩素酸 は ， 60 秒以 内 に ア デ ノ ウ イ ル ス を 死滅 さ せ る 力 を 有
し て い る こ と か ら ， 次 善 の 策 と し て ， 0.4mg/ Q の 濃 度 で塩素
消毒が行 わ れて い る ． こ う し た対処法 は 一 つ の 防護策が突破 さ

れて も 2 段 目 3 段 目 の 防護策が講ぜ ら れて い る と い う 意 味で，

フ ェ イ ル ・ セ ー フ と 呼ばれ る ． 流行事例 の 多 く は プ ー ル水の消

毒の不備か ら 起 こ る 人災 と 考 え ら れ る ．

ま た ， 患者が発生 し た家庭で は ， 患者 を 最後 に入浴 さ せ， タ
オ ル ， 衣類 か ら 食器 に 至 る ま で， 熱湯消毒す る な どの処置 を 指
示すべ き で あ る 最近の 一般家庭 で は ， 大型 の鍋 な どが な い た
め に バ ス タ オ ル や衣類 な どの加熱消毒 は 困難 で あ る ． 浴槽 に 台
所用 の 漂 白 剤 の 1,000 倍溶液 を 用 意 し て 漬 け 置 く 方法が簡便 で

あ る ． た だ し 染色 も の で は， 脱色 さ れ る の で注意 を 要す る ．

2) 咽頭結膜熱 （ プー ル熱）
こ の 病気 は 主 に ア デ ノ ウ イ ル ス 3 型 で起 こ る が， 4 お よ び 7

型 な どで も 起 こ る こ と があ る ． 潜伏期 間 は 4 ~ 5 日 で， 38 ~
40℃ の 高熱が 4 日 ～ 1 週 間続 く ． ま た 喉の腫れ と 結膜炎 を 伴 い ，
耳介前部お よ び頸部の リ ン パ節 が腫 れ る こ と があ る ． 必ず し も
発熱 結膜炎 と リ ン パ腺腫脹 の 3 症状のすべてがそ ろ う と は 限
ら な い ． こ の ウ イ ル ス は 非常 に 感染力 が強 く ， 飛沫や接触 に よ
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図 1 - 2 ア デ ノ ウ イ ル ス 3 型の 月 別発生件数 (2004 ~ 2008 年） （ 国 立感
染 症研 究 所 感 染 症 情 報 セ ン タ ー の 病 原 微 生 物 検 出 情 報 (2004
2008) よ り 車云軋良）

り結膜か ら 感染する ．

D'Angelo らは 1977 年にアト ラ ン タ 近郊で発生した咽頭結膜

熱 の 集 団 発生 (72 人 ） を 調 杏し， 患者の大部分 が利 用 した水

泳プ ー ル を特定し， そ の水 か らアデ ノ ウ イ ルス 4 型 の 検出に成

功した． こ の他 1982 年 の オ ク ラ ホマ シテ ィ ー（患者 数 77 人），

1973 年 の カ ン ザス シ テ ィ ー （患者数 44 人 ）， 1966 年 の シ アト

ル （患者数 45 人 ）でプ ール を 介した感染例が報告 さ れてい る ．

こ の 病気も流行性角結膜炎 同 様に， 予防 を 心がけ る こ とが重

要であ る ． ま た， 本症は7 月 を 中 心に夏季に流行が見 られたが，

近 年は， 冬季の 集 団風邪 や 散発例 か ら もアデ ノ ウ イ ルスが検出

さ れており， 年 間 を 通して注意が必要であ る （ 図 1 - 2)

1 - 3 - 2  白癬菌感染症

白 癬 菌 感染 症 で あ る 皮膚 糸 状菌 症は小胞 子 菌 Microsporum



1 - 3 ス ポ ー ツ 感染症 2 1  

属 白 癬 菌 Trichophyton 属 や 表皮 菌 Epidermophyton 属 の 皮
膚 角 質層 へ の 感染 に よ っ て起 こ る ． 部位 に よ り 通称 が異 な り ，

頭 部 に 生 じ る も の を 頭部 白 癬 （ し ら く も ） ， 特 に 毛嚢 を 破壊 し
難治性の脱毛 を 生 じ る も の を ケ ル ズ ス 禿癒 と 呼ぶ． 足底 ・ 足の
指の 間 に 生 じ る も の を 足 白 癬 （水虫 ） と 呼 び， 手足の 爪の 場合
は 爪 白 癬 （爪水 虫 ） と い う 場合 も あ る ． ま た ， 股 に 生 じ る も の
を 股部 白 癬 （ い ん き ん ） ， そ れ以外の場所 に 生 じ る 白 癬 歯感染
症 を 体部 白 癬 （ た む し ） と 呼ぶ ． い ずれの症状 もス ポ ー ツ と の
関係が深 い と 考 え ら れて お り ， 足 白 癬 は水泳競技者や持久走競
技者 に多発 し ， ス ポ ー ツ マ ン は 一 般 的 に 罹患率が高 い と い わ れ

て い る ． 筆者 ら の 学生競技者の調査で も ， 有病者 ・ 保菌者 と も
に水泳 と 水球が圧倒 的 に 多 く ， 裸足 で競技す る 剣 道 と 柔道 で は
低 い こ と が判 明 し て い る （ 図 1 - 3) ． ま た， 水泳プ ー ル と 利用
者 の 皮膚 か ら 分離 し た 菌 の 遺伝子型 の 同 一性か ら プ ー ル が本症
の 感染経路の 一 つ で あ る こ と を 証明 し た ．

本症 は， 皮 膚 が角 化す る 角 化型 や ， 小水疱 を 主 と す る 小水疱
型 な ど の 症状 を 呈 す る （ 図 1 - 4 ~ 6) ． 白 癬歯 は， 角 質 の 成分

であ る ケ ラ チ ン を 栄養源 と し て 角 質 内 に 生息 し ， 水泳プ ー ル や
浴場の マ ッ ト ・ 床 な どの ほ か， さ ま ざ ま な 場所か ら 分離 さ れて
い る ． 白 癬 菌 は 感染者の皮膚 （角 質層 ） が剥 がれ落 ち る と き に
一 緒 に 剥 がれ落 ち ， そ の 菌 が ほ か の 人 の 皮膚 に付着 し て ， 定着
し た と き に 初 め て 感染が成 立 す る ． こ れ に は 通常 24 時 間 程 度
を 要す と い わ れ て い る ． し た が っ て ， 菌 が付着 し た と し て も ，
こ の 時 間 内 に 自 然 に 落 ち た り ， 洗 い 流す こ と がで き れ ば感染の
成立 を 阻止す る こ と がで き る ．
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図 1 - 3 ス ポ ー ツ種 目 に よ る 白癬菌の 感染状況の違い

本症の 感染予 防の た め に は ， 感染ル ー ト の 遮 断 に 努め な け れ
ば な ら な い ． 患者 （感染源） の撲滅 （ 治療） ， 肌着， 水着， 履
き 物 の 貸借 と 共用 の 回 避， 裸足 で歩行す る 床面 に 落 ち た 落垢
（ ア カ ） と の 接触 回 避 お よ び皮膚 の 消 潔 保持が感染 ル ー ト 遮 断
の 基本で あ る ．

従 来 の 白 癬菌 感染 に加 え ， 近 年 で は ， 新型水虫 と 呼 ばれ る ，
従来 国 内 で は 認め ら れ な か っ た 菌種 に よ る 感染が報告 さ れて い
る （廣瀬 ら ， 2005) . Trichophyton tonsurans ( ト リ コ フ ィ ト ン ・

ト ン ズ ラ ン ス ） に よ る 新型 水 虫 は ， 1960 年代 に キ ュ ー バ か ら
米 国 に 持 ち 込 ま れ， 90 年代 に は ヨ ー ロ ッ パ に 広 が っ た と 見 ら

さ ら に ， 2001 年 頃 か ら 柔 道 や レ ス リ ン グ の 国 際試合 なれ る ．



図 1 - 4 角 化型水虫

図 1 - 6 指間型水虫
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図 1 - 5 小水疱型水虫

どに出 場した 日 本人選手にも確認 さ れる よ う になっ た こ の菌

に よ る感染 は ， 体や頭部に， 数 mm 程 度の ピ ン ク色の発疹 や

か さ ぶた ができる程度の軽 い症状であることが多い ． 従来の 白

癬菌 感染に比べ， 症状 は 目 立 ち に く い が感染力 が強 く ， 短期 間

で広 がっ てい く と い う 特徴がある． このため， 体が触 れ合 い ，

す り 傷のできや す い 格 闘 技選 手 間 で感染し， 柔道 人 口（約 50

万 人 ）の 数 ％ ， 1 ～ 3 万 人 が感染していると推 測 さ れて いる．

ま た， 柔道部員の自宅 を 介 し た感染が疑われる事例もあ り ， 今

後， 家庭 内でも感染が広 がることが懸念 さ れ る 感染 を防止す

るため， 練習や試合後にはできるだ け早 く ， シャ ワ ーで頭や体
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を 洗 い流す， 柔 道着， トレー ニ ン グ ウ エア， 使 っ た タ オ ルは ，

こ ま めに洗濯する， 脱衣所， 感染者の部屋 は ま めに掃除 を する，

タ オ ルな どの 共用 を 行わないな どに注意し， 感染 を 予防する こ

と が必要で ある．

1 - 3 - 3  ク リ プ ト スポ リ ジ ウ ム感染症

クリ プトスポリ ジ ウ ム 感染症 は， 1907 年に Tyzzer に よ っ て

小 動 物 の 感染 症 と して初 めて詳細に記載され た が， そ の 後 約

70 年 間 は 経済損失 を 伴わない と 判 断されて省 み ら れる こ と の
な い 感染症で あ っ た 1976 年にな っ て Nime ら と Meisel ら に

よ り 同 時に人体寄生例が報じ ら れ， 各種の 家畜 を 含 む大型動物

か ら 爬 虫 類に及ぶ広範の生物が感染するこ と がわか っ てきた

1982 年に行われ た 合衆 国 疾 病 対策 セ ン タ ー (CDC) に よ る，

北 米 の 大都市在住 の 男 性エ イ ズ患者 21 人が こ の重症例 で あ っ

た と の発表が契機 と なっ て， こ の 病気が一躍注目 を 集 め た ． 加

えて， 1993 年に MacKenzie らは， 米 国 東部の 2 ,}|iに ま たがる

40 万 人規模 の 上水道 を 介し た 水系 感染事例 を 報告し， 塩素消

毒が無効 で あ っ た こ と か ら 上水道 の 信頼 を 揺るがす公衆衛生上

の 大事件に発展した ． 我が国 で は， Kuroki ら に よ り 1996 年 の

神 奈 川 県 の 小 規模な事例報告（発生 は 1990 年 ）が最初 の 例 で

あ っ た ． 水道事業全体に及ぶ大規模な事例 は， 埼玉県南西部の

越生町 （ 人 口 約 13,000 人） で発生し， 町民の 6 割 を 超える 8,800

人が発症した ． 河 川 水な どの 水道水源 の検査が行われ， 広範な

汚染が判 明した こ と を 受 けて厚生省 （ 当 時） は， 塩素消毒に加

えて精密 ろ 過処理の 導入 を 決め た．
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図 1 - 7 ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム （便中 の オ ー シ
ス ト ） （ 写 真提供 ： 東京都健康安全研
究セ ン タ ー ）

ク リ プトスポリ ジ ウ ム の 最初 のスポ ー ツ感染は 1988 年に米

国 （ カ リ フ ォ ルニア州 ， 44 人） と英 国 （ ウ ェールズ， 67 人 ） で，

いずれもプ ー ル水が媒介する事例 が発生した そ の 後 2004 年

までに 15,000 人に及ぶ被害が， プ ー ルの みな ら ず 湖 沼 ， 河 川

や温泉な どの娯楽施設水が媒介する事例と し て ， 我が国 を 含む

泄界各地か ら 報告 さ れている． 規模の 大 き な事例では 5,000 人

を 超 え ， 100 人 を 超 え た 事例 だ けでも 25 件 を 数 え る． こ れ ら

の多くは入場者の多い大規模なレ ジ ャ ー 施設で発生している

我が国 のスポ ー ツ感染例は， プールではな く スポ ー ツ少年 団

の 合宿練習の場で発生 し た 長野 の例では， 患者の排泄物 を 処

理した手と水栓が汚 染 し， こ の手で調整したスポ ー ツ飲料が汚

染 さ れ， こ れ を 飲 ん だ 282 人に及ぶ子 どもたちが発症した （ 図

1 - 8) ． こ の 事件 の 被害者となっ た 子 どもたちが合宿先か ら 帰

宅 し た 後に， 彼 ら を 感染源とするプール感染が発生 し て 2 人 の
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図 1 - 8 我が国 の ク リ プ ト ス ポ リ ジ ウ ム の ス ポ ー ツ 感染事例 （ 一戸 ら ， 2006

よ り 転載）

新 たな患者 を 発生 さ せた 本症では， 下痢な どの主要な症状が

止まっ た 後にも， お よ そ 2 カ月 間 の排菌があるので， この間の

プ ー ル利用 は厳禁としなければな らない ．

水辺の施設 お よ び 自 然環境 を 介 し た 感染症

エ ン テ ロ ウ イ ル ス 感染症

エンテ ロ ウ イル ス は腸管で増殖するウ イル ス の総称で，

オ ， コ クサッキー A , コ クサッキー B, エ コ ， エンテロの 5 種

類 67 型に分類 さ れている． これ ら の ウ イ ル ス は 経 口 あるい は

糞 口 感染し， 風邪やインフル エンザ様症状， 手足口 病な ど を 起

こす ． ヒ ト 腸 内 に常在し， しばしば水泳 プ ー ル 水か ら 検出 さ

1 - 3 - 4  

1 ) 
ポリ
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れ， 0.4mg/ e 以 上の遊離残留 塩 素で消毒されてい るプ ー ルか

ら も検出される．

こ の ウ イ ルスによる感染事例は欧 米 な どで報告されており，

プ ー ル や 海岸での水泳， サッカ ー チ ー ム の ウ ォ ー タ ー ・ ク ー

ラー に備 え ら れ た コ ップ を 介した器物 感染 を 示唆する事例があ

る． こ の ウ イ ルスは， 既にか な り の高率で子 どもた ち が保有し

ており （不顕性感染）， 水の消 毒の徹底によ っ て感染経路 を 断

っしか な い ． ある水泳プ ー ルでは， 夜 間の高濃度塩素消毒によ

り 対処した こ とが報告されている．

2) ノ ロ ウ イ ル ス

こ の ウ イ ルスは， 潜伏期 2 日 程度で消化器症状 を 呈し， 経口

感染 して， 伝染性の消化器感染症 （感染性 胃 腸炎） による食中

毒 を 引 き起こ す ． 症状は突発的に起 こ る こ とが多く， 激しい 吐

き気 を 催し， その後は激しい 悪寒が続く ． 発熱 を 伴う こ ともあ

るが， 風邪様症状のみの場合もあ る． こ れ ら の症状は通常， l，

2 日 で治癒する． ノ ロ ウ イ ルス属 の一種であるノ ー ウ ォ ー クに

よる感染事例は， 欧米では水泳 プ ー ル を 介 し た 集 団感染の例 な

どプ ー ル や 湖での水泳による感染の報告が数例 ある．

3) 細菌性赤痢

赤痢 菌は， 糞尿 な どか ら 食物や 水 な ど を 経由し， 経口 感染す

る． 潜伏期 間は， 1 ～ 5 日 程度であるが， 長短 ど ち ら の側 へも

例外が多い． 症状は全身倦怠感， 腹部の異常感， 軽 い腹痛， 軟

便 な どの前駆症状に続 いて， 一般には発熱す る （発熱はた いて

いの場合は 1 ~ 2 日 で自然解熱する）． こ れと前後 し て腹痛と

下痢が起 こ る．
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赤痢菌 に よ る 感染の事例 は米 国 を 中 心 に 河川 や 湖 沼 で の 水泳

に伴 う 報告があ る ． こ れ ら の事例 で は， 糞尿 に よ る 汚染が疑わ

れ， こ の よ う な 可能性の あ る 水域での水辺活動 に は注意が必要

で あ る ． 赤痢菌 は少量の 細 菌 でも感染 を 起 こ す 反面， 塩素 や 熱

に よ る 消毒 に 弱いた め， 塩素消 毒が行われ て い る プ ー ル で の 感

染 は起 き に く い と 考え ら れ る ． 我が国 で の 感染報告 は ， 海外で

感染の 後 婦 国 後 に 発症す る と い う 事例がほ と ん どで あ る ． 一

方， 海外で 感染した渡航者が帰 国後感染源 と な る可能性 は 否定

で き な いた め ， 都市近郊 の 悔浜や河川 な どで の水辺活動 に は注

意が必要で あ る ．

4) 病原性大腸菌性腸炎

大腸菌 群 の 中 で ベ ロ トキ シ ン (verotoxin ) を 産生 し ， 腸管

出 血 を 引 き 起 こ す菌株 を 病原性大腸菌 と 呼ぶ． こ の よ う な 病原

性 を 示した大腸 菌 の 0 抗原 に は， 0 1 , 0 1s, 026, Orn , 0 123, 

0 157 な ど多数が あ る ． た だ し ， こ れ ら の 0 抗原 を 持つ 菌 の す

べ て が病原性 を も つわけ で は ない． こ の 中 で 強い病原性 を 示す

こ と が多 く ， し ば し ば間 題 と な る の が 01 57 抗原 を 有 す る 大腸

菌 で あ る ． 本菌 に よ る 症状 は ， 感染 し て 2 ~ 3 日 後 に 血便 と 激

しい腹痛 （ 出 血性大腸炎） を 引 き 起 こ す． ま た， 腎臓の尿細管

細胞や赤血球細胞 を 破壊 し ， 溶血性尿毒症症候群 な ど を 起 こ す
こ と も あ る

病原性大腸歯感染 は ， 幼児用のビ ニ ー ル プー ル な ど消毒が十

分 に 行われていないプー ル で の 感染事例 が欧米で見 ら れ る ほ か

我が国 で は ， 汚染された地下水の 井戸水へ の 混入 に よ り幼稚 園

児 が集 団 感染 した事例 が知 ら れ ている
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この病気は 1976 年に， 米 国の在郷軍人集会の際に最初の集

団 発 生が あ り， 高 い 死亡 率 を 示 す新 し い 肺 炎と し て 発見 さ れ

た その病 原 菌 は在 郷 軍 人の 英 語 表 記 を 用 い て ， Legionella

pneumophila と命名 さ れた ． 2 ～ 10 日 の潜伏期 間 を 経 て高熱，

咳 頭痛， 筋 肉 痛， 悪感な どの症状が出る レ ジ オ ネラ肺炎と 1

~ 2 日 の潜伏期 間の後， 全身の倦怠感， 頭痛， 咳な どの症状 を

呈するポンテ ィ アック 熱の症状の 2 通 りがある． この菌は塩素

耐性が比較的高い ．

レ ジ オ ネ ラ菌症の集 団 ス ポ ー ツ 感染事例は， 海外では複数報

告 さ れ， 感染経路としては， 屋 内プ ー ル や ジ ャ グ ジ ー な どの

プー ル付帯の小型温水浴槽が指摘 さ れて いる． 我が国では， 循

環式浴槽の温泉施設や家庭用の小型装置による感染事例が報告

さ れて いる． 国 内での報告例では温泉な どの浴場での発生が多

く を 占めて いるが， 300 人近い 感染者が出るケ ー ス もあ り， 水

泳プー ル やレジ ャ ー 施設にお い ても十分な消毒 を 行 う な ど管理

が重要である

6) ジ ア ル ジ ア症

ジアル ジア症は Giardia lamblia, 和 名 を ラン ブ ル 鞭 毛 虫 と

呼ばれる原 虫の感染によっ て 引 き起こ さ れる下 痢性疾患で あ

る． 本症は感染者の糞便 から広がり ， 人と人の接触や食品 を 介

し た小規模集団 感染と飲料水 を 介 し た 大規模な集 団 感染が報告

さ れて い る． 本症は， 7 ～ 10 日 程度の潜伏期 間 を 経 て ， 下痢

と腹部の痙攣 を特徴とする 胃 腸 炎 を 引き起こ し ， 疲労， 吐き気，

嘔吐， 体重減少な ど を 伴 う こと も あるが 無症状キ ャ リ アも多
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v ヽ ．

海外では水泳プー ルでの集 団 感染の事例が報告 さ れている．

我が国では ス ポ ー ツ活動に関 連した事例 は 報告 さ れていない
が， 水源地域からの検出 報告もある． 嚢子（ シ ス ト）は， 水 中

で数 力 月 生存 し ， ク リ プトス ポ リ ジウム ほ どではないが塩素処

理にもある程度の抵抗性がある． 一 方で熱には 弱く， 60℃ 数分

の加熱で死ぬ． したがっ て， 本症の予 防には， 下痢症状を有す

る子 ども， 特に幼児 はプー ルヘの入場を制限すべきである． ま

た， キ ャ ンプな どで沢水や湖水を調理な どに使用する場合は十

分に加熱し感染予防に努めることが大切である

7) 住血吸虫症

本症 は ， 中 間宿主である淡水産巻き貝に侵入 ・ 増殖した感染

性の有尾幼虫 （ セルカ リ ア）が皮膚から進入して感染する． 症

状は， 進入部位に皮膚 炎が起こ り ， 次 いで感 冒様の急性症状が

現れる． その後 慢性期に は 虫が腸壁に産卵することから， 発

熱に加え腹痛， 下痢といっ た消化器症状を呈する． 虫 卵 は 血流

に乗っ て さ ま ざ ま な部位に運ばれるが， 特に肝臓と脳で発生す

る炎症 は 問題となる

海外では， 淡水プー ルでの感染事例が報告 さ れているが， ろ

過 さ れた水を用 いた施設であれば問題 はない．

8) フ ォ ー ラ ー ネ グ レ リ ア

Naegleria fowleri は ， 劇 症で急激に致死的な経過をた どる原

発性ア メ ー バ性髄膜脳炎を引 き起こす． 1965 年 オ ー ス ト ラ リ

アで人体感染第一例が発見 さ れて以来， 現在 150 例 ほ どの報告

があ り ， 池 や 川 での水泳後に発症した例が認められる． 我が国
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で は 1979 年 以 降 数例の報告が見 ら れるが， 患者の死後にア

メ ー バが認め ら れるケー スが多く必ず しも水辺活動との因果関

係は はっ き りしてい な い ． 症状と し て は 2 ~ 15 日 の潜伏期 間

を 経て， 激しい頭痛と 38 � 41℃ に達する高熱 を 発 し， その後

味覚 ・ 嗅覚の変化 ・ 嘔吐 ・ 痙攣 ・ 昏睡 を経て， 発症か ら 3 ~ 7 

日 で死亡， 致死率 は 95 ％ 以上 に 達 する． 病 理解 剖 で は脳 は 半

球の形状 を 保て な い 程軟化する ． N. fowleri は 普段湖 沼で生 活

しており， ヒ トが湖 沼 な どで水泳 を し たと き に ヒ トの鼻粘膜に

侵入し， 嗅神経 に 沿っ て直接脳 に 侵入 する． こ のアメ ー バ は，

40℃ 程度の温度でも生存する好熱性であ り ， 水温が上昇する夏

季の水泳には注意が必要である． また浴槽が汚染 さ れると． ア

メ ー バ を 至適温度で飼っ ている こ とに な り 非常に 危 険で あ り ，

ジャグジー な どにも注意が必要である．

感染予防には， 消毒や 除菌が十分でな い 湖 沼 や 浴場での感染

が報告 さ れていることか ら ， こ のよう な 場所での入水時には，

顔 を 水 に つけること を 極力避け， 入水後 は 浄水で頻 や鼻 を よ く

洗うな どの対策が重要である．

_ 1 - 3 - 5  そ の他の施設 お よ び 自 然環境 を 介 し た 感染症

1 ) 破傷風

土壌中の破傷風菌 (Clostridium tetani) が， 傷口か ら体内に

侵 入することで感染 を 起こす ． こ の菌 は， 芽胞の形態で土壌中

に常在しており， 土 中で数年 間 生 き る こ とがで き る． 感染時の

潜伏期 間 は 3 日 ～ 3 週 間 程度である． こ の菌 は強力な神経毒素

(tetanospasumin) を 分泌 し， こ れにより， 舌のもつれ， 歩行
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障害 全身痙攣 の 症状 を 呈する． 早期 に 治療が開始 さ れ な け れ

ば死亡したり， 重篤 な後遺症 を 残す こ ともある． こ の 菌 は自分

で気付かな い程度の小 さ な 切 り傷か ら も感染する． ま た ， 集 団

で発生する こ とがなく， 疫学調 査 に 馴 染み にくいため破傷風と

ス ポ ー ツ種 目 との関係 を 示す事例 を あ げる こ と は 困 難であ る．

しかし， 破傷風菌 の 芽胞 は ， 至る所 に 存在しているので， ラ グ

ビ ー ， サッカ ー ， 陸上競技， オ リ エ ン テ ー リ ン グ な ど， 外傷 を

作 り やすい屋外競技でば注意が必要である． こ の 菌 に よ る感染

症の予 防 に は ワ ク チ ン が有効で， 小児定期 接種の 三種混合 ワ ク

チ ン や 二種混合 ワ ク チ ン の ほ か有償の予 防接種も受 け ら れる．

こ のため， 前述 の よ うな 競技種目では， ア レ ル ギー体質 な どの

理由で接種 を 受 けて い な い 者 を 把握し， 対策 を とるべきであ

る．
2) ッ ツ ガム シ病

本症は ， ダ ニ の 一群であるッ ツ ガ ム シ の幼虫が媒介し， ッ ツ

ガ ム ミ リ ケ ッチア (Orientia tsutsugamusi) に感染する こ と に

よ っ て引き起 こ さ れる． 古く は春か ら 夏 にか けて多く発症する

風土病として恐 れ ら れていたが 現在 は， タ テ ッ ツ ガ ム シ や フ

ト ゲ ッ ツ ガ ム シ な どが媒介して秋～初冬 に 北海道 を 除く全国で

発生するものが主 と なっ ている． 潜伏期 は 5 ~ 14 日 で， 39 度

以上の高熱と と もに発症し， その後， 全身に 2 ~ 5mm の 大き

さ の 紅斑 ・ 丘疹状の発疹が出 現する． 皮膚 に は特徴的な ダ ニ の

刺し口が見 ら れる． ッ ツ ガ ム シ 幼虫は 1mm に満た な い 小 さ な

ダ ニで肉 眼では見え にくい ．

国 内 でも， オ リ エ ン テ ー リ ン グ に関係して の 感 染事例 があ
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り， ツ ツ ガ ム シ 病 の患者数は 全 国で， 年 間 500 件前後報告 さ れ

ていることか ら ， 野外の ス ポ ー ツ 活動時に は ， 注意が必要であ

る特に本症 は ， 特効薬がありなが ら ， 初期症状に特徴が乏し

いこと か ら 診断の遅れと治療 の 遅 れにつながり， 重症化 を 招く

ことが懸念 さ れる． 予防 の た めには， 野外の ス ポ ー ツ 活動 プ ロ

グ ラム を 計画 する段階で， 汚染地域ではないかな どの情報 を 得

るとともに， 活動時には肌 を 露 出しない， 不用 意に衣類 を 草 の

上な どに置かない， 草 の 上に座 っ たり寝転 ん だりしないな ど行

動にも注意すべ き である． 都会での発症では ， 医療機 関 の想定

外 の 疾患となることか ら 診 断 の 遅 れにつながりや すい． 患者，

家 族や 野 外 の ス ポ ー ツ 活動 指導者 の 「00で， 山に入 っ た ． 」

とい う 一 言によっ て抗体検査 ・ 確定診断が行 わ れて， 一 命 を 取

り留めたケー ス がある．

こ の ほ かに， ダ ニ 媒介性感染症と してマ ダ ニに媒介 さ れるス

ピロヘー タ の 一 種 ボレリ ア (Borrelia burgdorferi) の 感染に

よって引 き 起こ さ れるライ ム 病 があ る 国 内でも本州 中部以北

を 中 心に年 間 十 数例の患者が発生している ま た ， 同様にマ ダ

ニ を 介し， 紅斑熱群リ ケ ッ チア の 一種 Rickettsia japonica によ

る 日 本 紅斑熱も， 西 日 本 を 中 心に年 間 40 人 近くの患者が発生

している． 森林な ど を 歩く活動では ツ ツ ガム シ同様に注意が必

要である． マ ダ ニ は， 幼虫， 若 虫 ， 成 虫 の すべてが吸血し， 幼

虫 は 2mm, 成 虫で は 5 ~ 10mm ほ どあ っ て， 肉 眼で見つ ける

こ とがで き る． 吸血 に は お よ そ 1 週 間 を要し， この 間は無痛で

か ゆ みもなくホ ク ロ と間違 えることがある． 犬な どでは体毛が

あるために目の周 囲と指の付 け根か ら 吸血するの を よ く見 か け
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るが， 吸血部位を選ぶわけではない．

_ - 3-6 血液・体液 な ど を 介 し た 感染症
1 ) 後 天 性 免 疫 不 全 症 候 群 (Acqui red Immune Deficiency 

Syndrome : A IDS) 

AIDS は， ヒト免疫不全 ウ イルス (Human Immunodeficiency 

Virus : HIV) が血液 中 の免疫細胞に感染 し ， 後 天的に免疫不

全を起 こ す一連の免疫不全症のこ とである．

AIDS は， 持続的発熱， 倦怠感 体重減少， 下痢 な どのエ イ
ズ関連症状を呈 し， その後， カ ンジダ感染， な どの 日 和 見感染

症 ニ ュ ー モ シ ス チ ス 肺炎 （ 旧 カ リ ニ 肺 炎） お よ び カ ポ ジ 肉

腫 な どの生命を脅かす症状を呈する． ま た， HIV 感染細胞が

中枢神 経系組織へ浸澗し， 脳の神 経細胞が冒 さ れるとエ イ ズ脳

症と呼ばれ， 精神 障害や痴呆， 記憶喪失を引き起 こ す こ と も あ

る．

こ れ ま でにス ポ ー ツ 競技 中 の外傷性 出 血によ っ て， HIV の
競技者間感染を疑 う 例が 3 件報告 さ れて いるが， 確認 さ れては

い な い ま た， 感染か ら 抗体検査が陽転する ま でには 1 カ 月 程

度を要するこ と， 潜伏期 間が長い こ とか ら ， ス ポ ー ツ感染を確

認するこ とは今後 も 困 難と考 え られる．

2) ウ イ ル ス 性肝炎

肝炎 ウ イ ルスには A ~ E の 5 型の病原体が知 られて いるが，

その中 で も B · C · D 型が血液を介 し て 感染するため ， 身体接

触を伴 う すべての種目に感染の可能性がある． B 型の場合， 急

性肝炎の症状を呈するこ とが多く， 発熱や全身倦怠感， その後
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食欲不振や悪 心 ・ 嘔 吐 が出 現 し ， 激しい場合は劇 症 肝 炎や D

型肝炎の混合感染も考え ら れる． 一方， C 型の場合， 自覚症状

は少 な く ， 全身倦怠感 食欲不振 易疲労感 な ど を 認める程度

である．

海外での アメ リ カ ンフ ッ トボー ル に お ける感染例のほか， 我

が国では， 相撲 に お い て B 型 肝炎 ウ イ ル ス 感染症の感染例が

報告 さ れて いる (Kashiwagi, 1982) 

このよ う に， HIV や肝 炎 ウ イ ルス に よる感染は， 事例も少

なく， その確認も容易 ではな い が， その可能性が否定 さ れ て い

るわ けでは な い． した が っ て， これ ら の感染症の予 防と し て

は， WHO の ス ポ ー ツ 活動 に お ける HIV 感染予 防の勧 告 に 示

さ れて いるよ う に 関係者すべてに， 予 防教育の徹底， 血液や

体液の漏出 防止 ・ 手袋の使用 な ど感染 防止策の徹底 ， 注意の喚

起 な どが必要である また ， B 型 肝炎 ウ イ ルス のよ う に ワ クチ

ンがあるもの に つ いてはその接種 を 受 けるこ と が望 ま し い が ，

医療従事者ではな い ス ポ ー ツ競技者への ワ クチ ン の適用 には，

理解が得 ら れ な い可能性がある

3) 黄色 ブ ド ウ 球菌 (Staphylococcus aureus) 

黄色 ブ ド ウ 球菌は， ブ ド ウ 球菌 属 の 1 菌種で， ヒトの手指，

鼻前庭， 咽頭 な ど に常在 し ， 化膿創 には高密 度 に生息 し て いる．

一 般 的 には食 中 毒の原 因菌の一 つ とと ら え ら れ て いるが ， 体

育 ・ ス ポ ー ツとの関わりでは皮膚や軟部組織の感染症が問題と

なる． さ ら に 最近では， メ チシリ ンその他の抗生物 質 に耐性

を もつメ チ シ リン耐性黄色 ブ ド ウ 球菌 (MRSA) や多剤 耐性黄

色 ブドウ球菌 による感染への注意 が必要である． この菌 による
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皮膚 感染症では， 表皮限局性の化膿性疾患を起 こ す ． 黄色 ブド

ウ 球菌 の 感染 例 と し て， 箪 者 ら は， 大 学 生アメリ カ ン フ ット

ボー ル 部 員 に発生 し た集 団 感染 の 事例を報告して い る （ 田 神

ら ， 2006) ． ま た， 海外では同じチー ムに所属 する 2 人 のスポ ー

ツ 選手が MRSA に よ る皮 膚 感 染 症で入 院した報告があるが，

その他の症例は確認 さ れず， ま た， 感染源も不明であっ た． こ

れ ま では MRSA は病 院 内 で の 発生 が問題 視 さ れ て い たが，

1960 年代 以 降 院外での 感染例も報告 さ れてお り ， ブ ド ウ 球菌

と 同様に， 感染が疑われる病巣 と の接触が起 こ り や す い コ ンタ

クトスポ ー ツ では， 注意が必要である．

こ の 菌に よ るスポ ー ツ チー ム の集 団 感染への対策 と して， 箪

者 ら は， 高濃度 (2mg/ i! ) の塩素温浴に よ る皮膚 の 消毒が有

効であるこ と を明 ら かにしたが アトピー な どの 素 因を有する

者には適 さ な い場合がある

こ の よ うにスポ ー ツ 活動に伴う感染症は， 多種多様である

前述の新型 白 癬菌 の よ うに， スポ ー ツ の 国 際化に伴 い ， こ れ ま

で国 内での流行が認め ら れなかっ た感染症でも， 今後は海外遠

征 や 国際試合での海外の 選手 と の 交流に よ る新た な 感染症にも

注意が必要である． ま た， 地球の 温暖化も生物の 生態に変化を

もた ら して い る． 例 え ば 蚊 が媒介するマ ラ リ アや デ ン グ 熱

は， 海外では ゴル フ な どの屋外でのスポ ー ツ 活動に伴う感染例

が報告 さ れて いるが， 今後は 国 内での 感染 ・ 流行にも備 え るべ

き であろう．

ま た， スポ ー ツ 活動に参加している者は， 合宿や 集 団 生活な
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ど ， 集 団 行動をとることが多い． 前 述の黄色 ブ ド ウ球菌 感染の

よ う な接触感染や イ ンフ ル エンザの よ う に飛沫感染を起こす よ

う な感染症で は チ ー ム 全体に感染が広がる恐れがある． チ ー

ム 内での集 団感染は， そのチ ー ム にと っ て重大な影響を及ほす

もので あ り ， 指導者はその よ う なことがない よ う に 日 常か ら

注意を払 っ て予防に努めることが重要で ある．

健康運動指導と スポー ツ傷害 ・ 障害

昨今の健康づくり ブ ー ム は， 厚生労働行政の主導に よ るとこ

ろが大きい ． 施策と しては， 国民健康づくり対策に よ る取り組

み が 第 一 次か ら ， 第 二 次（アクテ ィ ブ 80 ヘルスプ ラン）を経

て現在の第三 次 （健康 日 本 21 ) へと発展 ・ 普及を遂げてきた．

その施策の目標には， 壮年期死亡を減 ら し健康寿命を延伸する

ことが掲げ ら れ， そのための健康増 進や発病予防とい っ た第一

次予 防に主眼が置か れている． 平 成 20 年度か ら は， 生活習慣

病の予防 ・ 改善 （メ タ ボリ ッ ク ・ シン ド ロ ー ム 対策）を 目 指 し

た特定健診と特定保健指導が始まっ た．

この よ う な背景を受けて， 健康づくりのための運動が広く浸

透 し ， 若年期にあまり運動に縁のなか っ た一 般 成 人の中にも，

狂信的に運動を行 い ， その結果， 思わぬ傷害や 障害の発生に至

るケ ースが少なくない ． 運動の効果の裏返 しに当たる運動の弊

害にも関心を寄せる必要がある． 健康運動の広まりの中 で， 運

動 実践の対象者は， 若 年 期の強健な肉体をもつ 人 々 に限 ら ず，
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若年期 で あっ ても何らかの身体機能障害や認知機能障害を有す

る人 々 や高齢期の虚弱状態を有する人 々 な ども運動実践指導の

対象者となっ てきている． こ れ は sport for all の理念からは望

ましい こ とで ある反面， 運動適応外の人 々 にも安易に運動実践

が促 さ れる危 険性をはらん で いる． こ の こ とを念頭に置かなけ

れ ば安全で効果的な健康運動指導を行う こ と は できない ．

こ こ で は ， 健康運動として， 生活習慣病予 防と介護予 防のた

めの運動を取り上げ， その実践の際に発生が懸念 さ れるス ポ ー

ツ傷害に焦点を当てる． その中 でも， 特に中高年期 以 降の人 々

の運動時に発生が想 定 さ れるス ポ ー ツ傷害と継続的な運動 実践

に伴い 懸念 さ れるス ポ ー ツ障害につ いて述べる こ とにする．

1-4-1 中高年期 以 降 の 運動 中 に 発生 し う る 事故 の 危 険

因子と 運動参加の基準

生活習慣病予 防の対象者の多くは 中高年者で あ り ， 介護予防

の対象者は高齢者で ある． したがっ て， 若年期と は 異な り た

と え 競技ス ポ ー ツに類する比較的強度の高い運動で はなく， あ

くまで健康づくりを標榜した 中 等度の運 動 で あっ たとしても，

運動実践に伴っ て起 こ りうる リ ス クには細心の注意を払う必要

がある． 健康づくりのための運動により， 重篤な事故が発生し

て は元も子もない ．

こ のような事故の発生を防止するために は あらかじめ， そ

の危険 因子を理解し， 潜在して いないか確かめる必要があるの

で 運動実践前のメ デ イ カ ルチェックや運動負荷テス ト の実施

が求められる． それにより， 運動実践の適否を判 断するととも
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に， 質的， 量的に適正 な 運動が処 方 さ れれば， 過度な 運動負荷

をかけずに安全で効果的な 運動の実践が可能と なる．

これに関 して， アメ リ カ スポ ー ツ 医学会では， 運動開始前の

健康スク リ ー ニングと リ スクの層別化に関するガ イ ド ラ イ ンを

明示 している (ACSM' s Guidelines for Exercise Testing and 

Prescription (7th Edition) , 2006) ． それによると， 運動参加前

の健康スク リ ー ニングの 目 的 は ， ①医学的に運動禁忌と さ れる

個 人 を 識別 し ， 除外すること ． ②年齢， 症状， あるい は 危 険 因

子によ り ， 疾患の リ スクが高く， 運動プログ ラ ム を 開始する前

に医学的な 評価および運動負荷試験 を 行うべき個 人 を 識別する

こ と ③臨床的に明 ら か な 疾患があ り ， 医学的管理下で運動プ

ロ グ ラ ム に参加すべき個 人 を 識別すること． ④その他の特別 な

配慮 を 要する個 人 を 識別 すること， 以上である． そのため の，

冠動脈疾患 (CAD) 危 険 因子， 心血管疾患， 肺疾患， 代謝疾

患 を 疑 わせる徴候および症状， 既知の心血管疾患， 肺疾患， 代

謝疾患につ いて確認するプロセスが示 さ れている．

冠動脈疾患の危険 因子につ いては ， アメ リ カ スポ ー ツ 医学会

が， 表 l - l に示 さ れる危 険 因子の有無に基づ いて リ スクの層

別化を 提案 している ． ここにあげ ら れている危 険 因子 は 運動

が医学的に許可 さ れるレ ベル， 運動参加前の運動負荷テストの

必要性， 運動負荷テストや 運動プログ ラ ム の管理レ ベル を 決定

する上で， 臨床的に妥 当 な 基準 を リ ス ト アップした ものであ

る．

また， 心血管疾患 肺疾患および代謝疾患 を 示唆する主要徴

候または 症状につ いては ， 表 l - 2 に示 さ れる通 り である．
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表 1 - 1  ア メ リ カ ス ポ ー ツ 医学会 リ ス ク 層別化 の た め の 冠動脈疾患危険因子

の閾値

1 . 家族歴

2 喫煙

3. 高血圧

父親 ま た は 一親等の ほ か の 男性親族 に お い て は 55 歳以前
に． 母親 ま た は 一親等の ほ か の 女性親族 に お い て は 65 歳
以前に発症 し た心筋梗塞 ， 冠動脈形成術 ， あ る い は 突然死．

現在， 喫煙中， あ る い は喫煙後 6 カ 月 以 内 の 人

少 な く と も 2 回以上時間 を お い て測定 さ れ た 収縮期血圧が
1 40mmHg 以 上 あ る い は 拡 張期血圧が 90mmHg 以上 ， あ
る い は 降圧薬服用 中

4. 脂質代謝障害 LDL— コ レ ス テ ロ ー ル ＞ 1 30mg/d Q (3.4mmol/ R, ) あ る
い は HDL— コ レ ス テ ロ ー ル く 40mg/d Q ( 1 .03mmol/ R, )  
あ る い は 抗高脂血症薬服薬 中
総 コ レ ス テ ロ ー ル が測 定 さ れ て い た ら ， ＞ 200mg/d Q 
(5.2mmol/ Q ) を ， LDL— コ レ ス テ ロ ー ル ＞ 1 30mg/d Q よ

り 優先 し て用 い る ．

5. 空 腹 時 血 糖 異 少 な く と も 時 間 を お い て 2 回 測 定 さ れ た 空 腹 時 血 糖 三
常 1 OOmg/d Q (5.6mmol/ Q )  

6. 肥満 BMI > 30kg/m2 以上 ま た は ウ エ ス ト 周 囲 径 ＞ 1 02cm （男
性） ， ＞ 88cm （女性） ま た は ウ エ ス ト ／ ヒ ッ プ比 � 0.95
（男性） ， � 0.86 （女性）

7. 身 体 活 動 の 少 規則 的 な 運動 プ ロ グ ラ ム に 参加 し て い な い 人． あ る い は 米
な い生活 国 公衆衛生局 長 官 の報告 で勧告 さ れ て い る 身体活動の最低

必要量 に 満 た な い 人

(Copyright © (2006) Lippincott Williams & Wilkins) 

こ れ ら の症状は危険因子の情報が得 ら れれば， 運動負荷テス

トやトレー ニ ン グな どの運動参加 中の事故発生の可能性を考慮

し て 運動参加予 定者を層 別化 した運動実践ができるこ とにな

る． さ ら に対象となるグ ル ー プの有病率が高くなれば， こ の層
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別化の重要度 は増す こ とになる． 年齢や健康状態， 症状や危険

因子の情報に よ っ て， 運動参加予定者 を さ ら に三つのリ スク

階層に分類する こ とが可能となる （表 1 - 3) .

以上の運動参加のスク リ ー ニ ン グに関する ガ イ ドライ ン は ，

健康づくりのための運動を 行 う 上で． 運動経験が少なく， 運動

耐容能が高くない 中高年 期 以 降の人 々 であ っ ても， 安全で効果

的な運動実践 を 行 う ために非常に有用なもので ある．

2007 年， ア メ リ カ スポ ー ツ 医 学 会 (ACSM) とア メ リ カ 心

臓学会 (AHA) が 1995 年に公表 し た 運動ガ イ ド ライ ン を 刷新

し ， 従来 よ りも， 運動強度の強 い 「エクササイ ズ 」 の必要性 を

明 記 し た． 身休活動量と健康との間には量依存的な関係がある

ので， よ り効果 を 得 よ うとするな ら ば ガ イ ド ライ ン が示 して

いる最小推奨量以上の運動 を 行 う 必要性 を 示 している． すなわ

ち ． 従来のややきつ い 程度の 「 フ ィ ットネス」 ( 60 ％ 程度の強

度） よ りも． 健康維持のための運動には 日 常生活の動作に よ

る軽運動に加えて， 中 (3.0 � 6.0METs) ・ 高強度 (6.0MET 超）

の運動 を 組 み 合わせて実施する こ と を 推奨 し て い る (Haskell

et al., 2007) . 

高齢者 (65 歳以上）にお いても上記の健康成 人 ( 18 ~ 65 歳）

と同じ ガ イ ド ライ ン が基本的に適用 さ れるものの， 加えて， 転

倒リ スク減少のためのバラ ンス維持・改善の運動を 実施するこ

とや． 医学的問題 を 有する高齢者に対 しては 治療の有効性安全

性 を 考慮 し 改善が促 さ れる方法で運動を 実 践 す る こ と そ し

て， 時 間 をか け た 漸増的アプ ロ ー チ を 推奨 し ， 定期的な自己モ

ニ タ ーに よ る能力の改善や健康状態の再評価 を 行 う こ とな どの
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表 1 - 2 心血管疾患， 呼吸器疾患 ま た は代謝疾患 を 疑 わ せ る 主要徴候 ま た症状

● 虚 血 に よ る と 思
わ れ る 胸 部 頸
部 ， 顎 ， 腕 ， ま
た は ほ か の 部 位
の疼痛 や 不 快 感
（ ま た は ほ か の
狭心症様症状）

● 安 静 時 ま た は 軽
い 労 作 時 の 息 切
れ

● め ま い ま た は 失
神

心疾患 特 に ， 冠動脈疾患 に お け る 主要徴候の 一 つ
心筋虚血 を 指示 す る 主要所見

・ 性質 ： 圧迫， 絞振 灼熱感 重圧 あ る い は重圧感
・ 部位 ： 胸骨下， 喉頭周囲 前胸部， 両上肢， 肩 頸部，

頬部， 歯， 前腕， 手指 ， 肩 甲 間部
・ 誘発因子 ： 運動 あ る い は 激 し い 身体活動 ， 興奮ス ト レ

ス ， 寒冷 ， 食後
心筋虚血が否 定 的 な 主要所見

・ 性質 ： 鈍 い 痛 み ， ナ イ フ で 剌 さ れ る よ う な 鋭 い 痛 み ，

呼吸 に よ り 悪化 す る 突然の鋭い痛 み
・ 部位 ： 左乳房下部， 左側胸部
・ 誘発因子 ： 運動 の終了後 ， あ る 特異的 な 身体の動 き に

よ り 誘発 さ れ る

呼吸困難 （異常 な 不快感 を 伴 う 呼吸 と 定義 ） は ， 心疾患 お
よ び肺 疾 患 の 主 要 症 状 の 一 つ で あ る ． こ れ は ， 健康 で ト
レ ー ニ ン グ を し て い る 人 で は 激 し い労作時 に も よ く 見 ら れ
る 症状 で あ る し か し ， こ の よ う な症状が予想外の軽度の
労作で起 き た 場合 に は ， 異 常 と 考 え る べ き で あ る ． 異常 な
運動誘発性呼吸 困 難 は ， 心肺機能障害 ， 特に左室機能不全
ま た は慢性閉塞性肺疾患の存在 を 示唆 し て い る ．

失神 （意識消失 と し て 定義） は ほ と ん ど の場合 ， 脳血液
灌流量 の減少 に よ り 引 き 起 こ さ れ る ． め ま い と 特 に運動時
の 失 神 は ， 心 拍 出 量 の 正 常 な 増加 を 阻害 （ 実 際 に は 減少 ）
す る よ う な 心疾患 に よ る も の と 考 え ら れ る ． そ の よ う な 心
疾患 は潜在 的 に 致死 的 で あ り ， 重度の冠動脈疾患 ， 肥大型
心筋症， 大動脈狭窄 ， 危 険 な 心室性調律異 常 が含 ま れ る ．
運動終了 直後の 一過性の め ま い， あ る い は 失神 は 無視 さ れ
て は な ら な い が， こ れ ら の症状 は健常者 に お い て も 心臓ヘ
の静脈環流の減少 に よ り 起 こ る こ と があ る ．



● 起座 呼吸 ま た は

発 作性 夜 間 呼 吸
困難

● 下肢浮腫

● 動悸 ま た は頻脈

● 間 欠性跛行

● 既知 の心雑音

● 日 常 的 な 身体活
動 に よ る 異 常 な
疲 労感 ま た は 息
切 れ

1 - 4 健康運動指導 と ス ポ ー ツ 傷 害 ・ 障害 43 

起座呼吸 は ， 安静臥位 で生 じ る 呼吸 困 難 で あ り ， 座位 ま た
は 立位 に よ り 速 や か に軽減す る 呼吸困難の こ と で あ る 発
作性夜間 呼吸困難 は ， 通常 ， 就寝後 2 ~ 5 時間 で始 ま り ，
ベ ッ ド脇 で座位 を と る か ， ベ ッ ド か ら 出 る こ と に よ り 軽減
す る 呼吸困難の こ と で あ る ． い ず れ も 左室機能不全の症状
で あ る ． 夜間呼吸困難 は慢性閉塞性肺疾患患者 に お い て も
認 め る こ と が あ る が， 座位 を と る の で は な く 気道分泌物の
除去 に よ り 症状 が改善 す る と い う 点 が異 な る ．

夜間 に 認 め ら れ る こ と の 多 い両下肢の浮腫は ， 心不全 ま た
は 両側の慢性静脈機能不全の特徴的 な徴候で あ る ． 片側下
肢 の 浮腫 は ， し ば し ば下肢静脈血栓症 あ る い は リ ン パ管閉
塞 か ら 生 じ る ． 全身浮腫は ， ネ フ ロ ー ゼ症候群 ， 重症心不
全 あ る い は 肝硬変 の患者に認 め ら れ る ．

動悸 （強 く あ る い は 早 く 打 つ心臓の鼓動 を 自 覚 す る ） は ，

種 々 の 心 調 律異 常 に よ り 引 き 起 こ さ れ る ． こ れ ら は， 頻
脈 突然の徐脈 期外収縮 ， 代償性休止期 ， 弁の逆流 に よ
る 1 回拍 出量冗進 を 含 む 動悸 は 不安状態 で も し ば し ば見
ら れ ， 貧血 ， 発熱 ， 甲 状腺 中毒症 ， 動静脈痩 お よ び， い わ
ゆ る 過動心症候群 な ど の 際 に 見 ら れ る 高心拍 出 状態 （ ま た
は 過剰拍動） に よ る こ と も 多 い ．

間欠性跛行 は ， 運動に よ っ て 誘発 さ れ る 血流供給不足 （多

く は 動脈硬化 に よ る ） に伴 う 筋肉の疼痛 で あ る ． 立位 あ る
い は 座位 で は 発生 せ ず ， 日 が変 わ っ て も 再現性 が よ く ， 階
段や坂 を 昇 る と き に よ り 激 し く ， し ば し ば痙攣 と 表現 さ れ
る ． 運 動 を 中止 す る と 1 ~ 2 分以 内 に 消 失 す る ． 間 欠 性
跛行 を 有 す る 人 で は 冠動脈疾患の有病 率 が高 い ． 糖尿病 は
こ の危険度 を 増大 さ せ る ．

無害性の も の も あ る が， 心雑音 は 弁膜疾患 や他の心血管疾
患 を 示唆 す る こ と も あ る ． 運動実施の安全性の観点 か ら ，

運動 に関連 し た 突然死の原因 と な る こ と が多 い肥大型心筋
症 と 大動脈弁狭窄 を 除外 す る こ と が特に重要 で あ る ．

こ れ ら の症候 は 良 性 な 所 見 で あ る か も し れ な い が， 心血管
疾患 ， 肺疾患 あ る い は 代謝疾患の発症 あ る い は ， 状態の
変化 を 示 し て い る 可能性 も あ る

(Copyright © (2006) Lippincott Williams & Wilkins) 
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表 1 - 3 リ ス ク の層別化 （ ア メ リ カ ス ポ ー ツ 医学会）

じ咳 ・公- - ;,f{ ，' ,，，, ⇔へ ャゞ-し乏む 名9 %る→←辛

45 歳 未 満 の 男 性 お よ び 55 歳 未 満 の 女性 で ， 自 覚症 状 が

な く ， 表 1 - 1 に示す危険因子が 1 個以下 で あ る

45 歳以上の男性 お よ び 55 歳以上の女性で ， 表 1 - 1 に 示

す危険因子が 2 個以上 あ る ．

表 1 - 2 に 示 す徴候 や症状 を 1 個 以上認 め る が， 既知 の 心

血 管 疾 患 （ 心 疾 患 ， 末 梢 血 管疾患， ま た は 脳 血管 疾 患 ） ，

肺疾患 （慢性閉塞性肺疾患 ， 気 管 支 喘 息 ， 間 質性肺疾患 ，

ま た は 嚢胞性線維症） ， ま た は 代謝疾患 （糖尿病 （ イ ン ス

リ ン 依存性 ， イ ン ス リ ン 非依存性） ， 甲 状腺機能障害， 腎

疾患 あ る い は肝疾患）

(Copyright © (2006) Lippincott Williams & Wilkins) 

必要性が示 さ れ て いる (Nelson et al.. 2007) . 

この よ うに 運動実践に よ る効果を得るために， 安全面への

配慮をしつ つ ， よ り 高強度の 運動を推奨して いることか ら ， 運

動 の リスク管理には よ り 一層 の 配慮が必要となっ てくる． その

意 味でも， 前述 の 運動参加に先立っ て 行われるスク リー ニ ン グ

の ガイドラ イ ンは重要性が増 すこ と になろう

1-4-2 生活習慣病予 防 の た め の 運動 に よ る ス ポー ツ傷

害 ・ 障害

生活習慣病予 防対策としては， 肥満症 ， 高血圧症， 高脂血症，

高尿酸血症な どを改善するた め の 有 酸 素 運 動 の 指導が行われ

る． これ ら 運 動 処 方 の 対象 者 では， 肥満に伴う過体重 （ オ ー

バ ー ウ エイ ト ） で ある場合が多く， 生活習慣病 予 防 の効果を高

めるため の 減量を 目 標とする健康運動の継続的な実践が不可欠

となる． こうしたケ ー スでは， 1 回 の 運動 時 間も， 処方 さ れる
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運動期 間 も と も に 長 く な る 傾向 に あ り ， 運動実施 に 伴 っ て 発生
す る ス ポ ー ツ 障害が懸念 さ れ る ． ま た ， 彼 ら の多 く は運動不足

者であ る の で， 急性の 筋 肉 痛， 腱や靱帯 の 炎症， 関節炎， 腰痛
への理解 と 対処法 の 習 得が必要 と な る

代表的 な 中 高年者の ス ポ ー ツ 障害 に は ， 冠動脈硬化 を 原 因 と
す る 心不全な ど の 内 科 的疾患 と 変形性膝 関節症 な どの 整形外科
的疾患があ る ． 突然死 は ， 運動 に よ る 急性心筋虚血発作 の 結果

であ り ， 事前 に症状の な い ま ま 発作 を 起 こ す場合が多 く ， 運動
負 荷心電 図 に よ る 事前 の メ デ イ カ ル チ ェ ッ ク の重要性が叫ばれ

る 所以で あ る ． ま た ， 変形性膝 関 節症 は ， 退行変性が関節軟骨
に現れ た状態 で あ り ， 老化 に 伴 う 膝 関 節 の 炎症 と 見 る こ と がで
き る ． し た がっ て， こ の疾患 は 必ず し も 運動や ス ポ ー ツ に 伴 っ

て発生す る と は 限 ら な い も の の ， 継続的 な 運動負 荷 は ， こ の病
気 を 発症 し や す く し， な お か つ 症状 の 重 度 化 に 関 わ っ て い る
（横江 1995) ． さ ら に ， 肥満 に よ る 体重増加 や 筋 力 の低下 は，
下肢への負 担 と 関節への負荷 と を 増加 さ せ る ． 一般 に ， 変形性
関 節症 は 関節 の 可動範囲 を 減少 さ せ， 完全伸展 な ら びに 完全屈
曲 を 制 限す る が， 膝 関 節 の 変形 で は 内 反膝 を 特徴 と す る 0 脚
を 呈す る （ 中 島 1988) .

退行変性 と ラ ン ニ ン グ と の 関 係 に 関 す る 報告 に よ る と （石
川 1988) ， 特 に 70 歳以降 の ジ ョ ギ ン グ愛好者群 で は， ジ ョ ギ

ン グ を し な い対照群 と 比べて 退行変性の 出 現頻度が高 く ， そ れ
に 伴 う 痛み の発生率 も 高 い ． ま た ， ラ ン ニ ン グ歴 や 月 間走行距
離 と 退行変性の 出現頻度 と の 関係 を 調べた調査に よ る と ， ラ ン
ニ ン グ歴 と 退行変性 の 出現頻度 に差異 は見 ら れ な い が， 月 間走
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行距離が 200km 以 上になると退行変性の出 現頻度の増 加が著

し い こ とが報告 さ れて い る （ 図 1 - 9) ． 体育指導者に は 「 ジ ョ

ギ ン グ程度の軽い ラ ン ニ ン グ」 と感 じ ら れる運動でも， 潜在病

者や高齢者の継続的な健康運動実施 は ， 健康づくりとい う 目 的

に反して， 重大なスポ ー ツ障害を招来する可能性があ る こ とに

注意が必要である． そのためには， 指導者が適正な運動量 （ ラ

ン ニ ン グやウ ォ ー キ ン グで は 月 間走行・歩行距離） の理解， 痛

みな どの発生に伴 う 積極的な活動の中止， 早期の受診， 主働筋

となる大腿 四頭筋の補強 ト レー ニ ン グ （低強度・高回 数による

20 年以上 (n = 1 2)

ニ' 1 0 ~ 1 9 年 (n =60)
I l 
,\ 
lr 

0~9 年 (n = 32)

甜
200km 以上 (n=32)

、t 1 00~ 1 99km (n = 60) 

0~99km (n =26) 

1 6. 

1 1  

1 18.8 

0 5 1 0 1 5 20 25 30 
退行変性出現頻度 （ ％ ）

0 5 1 0 1 5  20 25 30 
退行変性出現頻度 (%)

I 
図 1 - 9  ジ ョ ガ ー 群 の ラ ン ニ ン グ歴 と 月 間走行距離別 に 見 た 膝 X 線像 の退行

変性の 出現頻度 （横江 ， 1995 よ り 引 用 改変）
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レッグエ ク ステ ン シ ョ ン やス ク ワ ット運動 な ど） な ど を 心がけ

る必要がある．

また， 高齢期 の運動実践にお いては ， 低強度 ・ 嵩 頻 度 の 運動

実践が求 め ら れることが多いが， この 要求に従 っ て忠実に運動

を 実施 さ せること は， 逆に使い す ぎ （ オ ー バ ー ユ ー ス） で起こ

る慢性 の 障害であるスポ ー ツ 障害の発生が懸念 さ れる． この 障

害は比較的弱 い 力 が運動器の 同 一部位に繰り返 し 力I] え ら れるこ

とによ っ て起こり， ち ょ う ど， 針金 を 繰り返し曲 げることに

よ っ て， 終に は 折れて しま う 金属疲労と 同 様 な 現象とい え る．

さ ら に， 青壮年期に膝 関 節 の 骨 折 や 靱帯損傷 を 経験 している場

合には スポ ー ツ 障害が助 長 さ れる可能性も高い ので， ラ ン ニ

ン グ やウ ォ ー キ ン グ な ど の 運動 ・ ス ポ ー ツ の 実践に当 た っ て

は， 適正 な体脂肪 の 維持 大腿四頭筋 な ど下肢の 筋力 維持， 大

腿屈筋， 下腿三頭筋 な どのストレッチ ン グ を 十分に行 わせて荷

重 の 分 散 が で き る体に調 整 す ることが 必 要 で あ る （ 横 江，

1995) 

ウ ォ ーキ ン グ や ラ ン ニ ン グに加 え て， テ ニスやバレー ボ ー ル

な ど の ス ポ ー ツ 種目 を 中高年 期 以 降 の 人 々 が行 う ことも多く

な っ て き た 瞬 間的な切 り 返 し 動作 や ジ ャ ン プ動作 を 伴 う こ う

し たスポ ー ツ を 行 う 際には， 老化により脆弱化 し た筋， 腱 を 損

傷する リ スク が高まる． このよ う なスポ ー ツ 傷害は， 日 常 あま

り運動する機会の な い 人が休 日 に急に運動する場合と同 様 の 注

意が必 要である． 卓球 バ ド ミ ン ト ン ， ソ フ トボ ー ルとい っ た

レク リ エ ー シ ョ ン ・ スポ ー ツ と して頻繁に実施 さ れる種目に対

しても注意が必 要 で ある （ 中 島 ， 1988) .
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こ の よ う に ， ス ポ ー ツ 障害 の 多 く は 間 違 っ た 動作の繰 り 返
し や 姿勢の維持 な どが原 因 と 認識 さ れて い る が， 本人や指導者
も 認識 し て い な い 運動実践方法や運動実施期 間 に 問題があ る 場
合 も 少 な く な い． ス ポ ー ツ 障害 の発生原 因 を 明確 に し ， そ れ に
適切 に対処す る 以前 に 運動 プ ロ グ ラ ム の 開始前後の メ デ イ カ
ル チ ェ ッ ク や 日 常 に お け る 運動器の ケ ア に 注意 を 払い， 予 防 を
心がけ る こ と が何 よ り も 重要 と な る ． ま た ， ス ポ ー ツ 傷害 に 対
し て は， 老化 に よ っ て 筋 や腱が弱 く な っ て い る と い う こ と を 中
高年期以降の ス ポ ー ツ 実施者 に 十分に理解 さ せ， 準備運動 を 念
入 り に行 う と と も に ， 素早い動作 を 伴 う ス ポ ー ツ 種 目 への導入
に 際 し て は， ゆ っ く り と し た動作か ら 長い期 間 を か け て 徐 々 に
動 き を 速 め て い く 配慮が必要 と な ろ う も ち ろ ん， 次 回 に疲労
を 残 さ ぬ よ う に 整理運動， 運動後の マ ッ サ ー ジ や ア イ シ ン グ な
ど の ボ デ イ メ ン テ ナ ン ス を 十分 に 行 う こ と も 必要であ る ．

1 - 4 - 3  介護 予防の た め の運動 に よ る ス ポ ー ツ 傷害 ・ 障

害
高齢期 の健康運動 の 一つ と し て ， 介護予 防 を 目 的 と し た 運動

ト レ ー ニ ン グ が盛 ん に 行 わ れ る よ う に な っ て き た こ れ は ， 平
成 18 年 度 に 介護保険制 度が改正 さ れ， 従 来 の 要介護者への ケ
ア に 加 え て ， 予 防重視型 の 事業展 開へ と 転換 し た こ と に よ る も

の であ る ． 介護予 防対策 で は ， 基本的 な 日 常生活動作 の維持 に
加 え て ． 転倒 ・ 骨折予 防 に 貢献す る 脚 筋 力 や バ ラ ン ス 能力 の維
持 ・ 向上 を 目 指 し て 運動諸器官 の機能向上が図 ら れて い る ． こ
の保険制度 の対象者の多 く は ， 自 立生活 を 送 る 一般高齢者であ
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るが， 改正介護保険で は 要介護状態のハ イ リ ス ク集 団 で ある虚

弱高齢者予備軍 （特定高齢者） を対象とした ハ イ リ ス ク ・ アプ

ロ ー チに よ る取 り 組みとして ， “特定高齢者を対象とした 地域

支援事業
”

も実施して いる．

特定高齢者に該 当 する者の中には ， 脚筋力 や バ ラ ン ス 能力 が

低下し， しかも骨密度が低下して転倒 ・ 骨折の危 険の き わめ て

高い者や ， 膝関節変形症に よ り 歩行が困 難な者な どが多く含 ま

れ， 運動 プ ロ グ ラ ム の実践の場は重大事故発生の危険に直面す

ることとなっ た ． 運動指導に携わる者 は ， こ う した特定高齢者

の特性や 配慮事項につ い ての十分な理解が求 め ら れる ．

骨密度低下， すなわち骨粗慇化と骨折 リ ス クとの関連につ い

て は， 骨 密度の測定後平均 10.4 年 間にわた り 骨 折発生を追跡

した研究結果に よ り ， 大腿骨近位部骨折， 手関節部骨折， 脊椎

椎体骨折， 上腕骨骨折， 肋骨骨折， 骨盤骨折， 下腿骨折な ど調

査した骨折のほとん どが骨密度減少に よ り 有意な相対危険度の

上昇を示すが， 骨折発生に対する骨密度減少の寄与度はお よ そ

10 ~ 44 ％ で あ ることが報告 さ れて いる (Stone et al., 2003) . 

したがっ て ， 骨密度の減少が骨折の発生に大 き く関わっ て いる

反面 それ以外の易転倒性な どの要 因にも影響 さ れて いること

が う かがえる． 骨粗慇症を有 する者の ほ と ん どが高齢者 で あ

り ， 主たる骨 折 は ， 大腿骨近位部骨折， 撓骨遠位端骨折， 上腕

骨近位端骨折， 脊椎骨折 で ある（萩野， 2005)

特に， 高齢者の転倒に伴っ て発生頻度が高 ま る骨折 は， 国の

内 外を間わず大腿骨近位 部 骨 折 で ある． 大腿骨近位 部 骨 折と

は ， 頸部骨折と転子部骨折とに分類 さ れ， 我が国 で は ， 大腿骨
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近位部骨折 を 大腿骨頸部骨折 と 呼び， さ ら に そ れ を 内側 （ 関 節
包 内 ） 骨折 と 外側 （ 関節包外） 骨 折 の 二つ に分け る 場合があ る
（ 図 1 - 10) (SIGN, 2002 ; 萩野， 2005) .

こ の 大腿骨 近位部骨 折 の 発生率 は ， 高 齢期後半の 70 歳代か
ら 増 加 し ， 75 歳以上 の 後期 高 齢者 で は 特 に 転子部骨折 の 発
生率が急増す る ． こ れ は転子部骨折が骨粗楳症 と よ り 密接 な 関
係 を 有 し て い る た め で あ る ． ま た ， 手 関 節部 の 骨折 は 60 歳代
か ら 発生頻度が高 ま る (Stone et al., 2003) . 

こ れ ら 骨折 の 危 険 因 子であ る 転倒 の発生率 に つ い て は， 我が
国 の 在宅裔齢者 の 過去 1 年 間 に お け る 転倒発生率 を 調査 し た報
告 に よ れ ば， 男 女 と も 約 10 ~ 20 ％ で， 女性の 方 が男 性 よ り も
若 干 高 い 傾 向 に あ る （安村， 1 999) ． し か し ， 欧米の 報告 よ り
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図 1 - 1 0 大腿骨近位部骨折 （大腿骨頸部骨折） の種類
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低 い 傾 向にあるこ とか ら ， 日 本人は転倒 リスクが低 いとも考 え

ら れるが， こ れ ら の報告デー タ の多くが， 健診に参加した比較

的元気 な 高齢者の 値で あ る可能性があ る． 現に， 高齢化率が

30 ％ 近 く を 占 める東北 の農村部にお ける回 収率 92.3 ％ の 調 査結

果で は ， 過去 1 年 間 の転倒発生率が 32.8％に達した こ とが最近

報告さ れて い る （平成 18 年度登米 市高齢者 実 態 調 査報告書，

2006) ． 今後 郡部 を 中 心に急速な高齢化が進展する地域では，

欧米並かそれ以上の転倒リ スク を 想 定する必要がある．

高齢期にお ける転倒 発生が増加する要因には， 道路や住宅 な

どの環境要 因と， 薬物投与 や視力低下による障害物 の 認知判 断

カ の低下， 骨粗慇症による骨強度の低下， そ して脚筋 力 や バ ラ

ンス 能力とい っ た身体機能低下 な どの 内的要因とがある． こ れ

ら の要 因 の 中で， 内外の 先行研究レ ビュー の 結果， 環境要 因 対

策が転倒予防に有効であるこ とが示されているが（金成 ・ 安村 ，

2002) ， 実 際には内的 要 因 の 一 つである身休機能低下予防 を 目

的 と した運動が盛 ん に 行われてい る 日 常生 活で転倒 し や す い

高齢者が 運動実践する際には さ ら に転倒 の危険性が増す こ

とになるの で 運動指導や運動場 の 管理に当たる者には細心 の

注意が求 め ら れる． 例 え ば 骨粗瞑症の場合には， 椎体の骨強

度 は骨密度の 2 乗に比例するので， 骨粗魅症の 診断閾値となっ

て いる若 年 成 人 の 70 ％ の 骨密度 を 下 回 ると， 0.7 X 0.7 = 0.49 

と な り ， 骨 強度は約半分程度 ま で低 下 している こ と に な る （ 中

村， 2005) ． ま た大腿骨 頸 部にお い て は， 股 関 節にか かる力 が

体重と股関節周 囲 筋群の 筋 力 の合力であるこ と を 考慮すると，

体重 50 kg の 人 で 大 腿 骨 頭に か か る 力 は ， 両脚起 立 時 で約
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15 kg で あ る の に 対 し ， 歩 行 中 の 片 脚 起 立 時 に は 約 200 kg 以
上 と な り ， そ の 力 が大腿骨頸部 を 屈 曲 さ せ る よ う に 作用 す る と
考 え ら れ る ． 転倒時 に は さ ら に 大 き な 力 が作用 す る こ と が容易
に 想像で き る （ 中村， 2005) .

こ う し た危険性 を は ら む 高 齢者 に あ え て 運動 を 実践 さ せ る の
は そ の 効 果 が大 い に 期 待 で き る か ら で あ る ． 骨粗瞑症予防効

呆 を 得 る た め に は， 骨 に あ る 一 定以上の ひ ず み が加 わ ら な い と
骨形成が始 ま ら な い と す る 研究報告があ る 一 方 で ， 日 常 の 活動

性 を 高 く す る だ け で も 骨密 度 を 増加 さ せ る 効果があ る と す る 知
見 も 得 ら れ て い る （ 林， 2005) ． い ず れ に し て も ， 運動 を 実践
す る 際 に は ， 運 動 場 の 床 が滑 り や す か っ た り ， 逆 に 滑 り に く
か っ た り し な い か， あ る い は 運動 者 の 周 辺 に 身体運動 の 障害 と
な る 物 は 置 い て い な い か と い っ た 運動環境へ の 配慮 と と も に ，
運 動 者 の 履 き 物 や服装 が運動 に 適 し た も の で あ る か と い っ た装
具 へ の 配慮が必要 で あ る ． さ ら に 転倒 の 危 険性が き わ め て 高

い 者 に は ， 転倒 時 に 股関 節 を 保護 し て 大腿骨頸部骨折 を 予 防す
る た め の装 具 「 ヒ ッ プ ・ プ ロ テ ク タ ー 」 の装着 も 検討の価値 は
あ る （ 原 田 ・ 奥泉， 2005 ) ． こ れ を 施 設 や 在 宅 の 高 齢者 に 日 常

的 に 装着 さ せ る 場合 に は ， 排尿 ・ 排便の不便 さ ， 脱着 の し に く
さ ， 暑 い ・ 蒸 れ る な ど の快適性 欠 除， 見栄 え が悪 い な ど容易 に
受 け 入 れ ら れ な い 問題点 を 抱 え て い る 装 具 で あ る が， 連動場面
の よ う な 特 定の ハ イ リ ス ク 場面 に お い て ， 指導者がそ の有効性
を 説 明 し て 装着 さ せ る 意義 は 大 き い．

介護予 防 を 目 的 と し た 運 動 プ ロ グ ラ ム に 参加 す る 高 齢者が，
ス ポ ー ツ 傷害 や ス ポ ー ツ 障害 の リ ス ク を 回 避す る た め に は ， 運
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動 内 容 も 瞬発 的 な 動 き を 伴 わ な い ス ロ ー な 動 き が中心 で， 規則

的 で 呼吸が確保 さ れ る 連動 の 実践が推奨 さ れ る ． 有酸素運動 に

は 歩行 を 中心 と し た プ ロ グ ラ ム が， ま た 軽量 の ダ ン ベ ル や ゴ ム

性の チ ュ ー ブや バ ン ド を 利用 し た 筋カ ト レ ー ニ ン グ や タ オ ル や

手ぬ ぐ い を 利用 し た ア イ ソ メ ト リ ッ ク ・ ト レ ー ニ ン グが盛 ん に
行 わ れて い る 所以 で あ る ． ま た ， 太極拳 は こ の 要 素 を 有す る 連

動 と し て 内 外 で そ の 有 効性 が指 摘 さ れ て い る （ 安村 ， 2008) .
こ れ ら の 運動 を 融合 し ， 在 宅 で 高齢者が 1 人 で も 安心 し て ， 安
全 に ， し か も 継続 的 に 実践 で き る 効果 的 な 運動 プ ロ グ ラ ム の 普
及 が望 ま れて い る

体育 ・ ス ポー ツ と死亡災害

1 - 5 - 1 学校体育授業の 災 害
教育現場 に お い て ， 児童 • 生徒 の 安全確保 は 最優 先 さ れ る べ

き も の で あ る こ と に 議論の余地 は な い ． し か し ， 学校管理下 に
お け る 死亡 災 害 は ， 年 々 減 少傾 向 に あ る も の の （ 表 1 - 4) ， い
ま だ後 を 絶 た な い． こ れ ら 死亡事例 の背後 に は ， 死 に は至 ら な

か っ た も の の 一 生背負 っ て い か な け れ ば な ら な い 障害事例， あ

る い は 医 者 に か か ら な け れ ば な ら な い 負 傷事例， 幸 い 軽微で済

ん だ軽症事例 が毎年膨大 な 件数発生 し て い る こ と を 念頭 に 入 れ
て お か な け れ ばな ら な い ．

独立行政法人 日 本ス ポ ー ッ セ ン タ ー の 災害統計調査結 果 に よ

る と ， 2006 年 度 の 学校 管 理 下 の 死 亡 件 数 は 1 19 件 で， う ち 小
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表 1 - 4 1 998 ~ 2006 年 度 に お け る 学校管理下 の 死亡 お よ び障害発生件数
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（ 独 立 行 政 法 人 1:1 本 ス ポ ー ツ 振興 セ ン タ ー
， 学 校 管 理 下 の 死 亡 ・ 傷 害 事 例 と

・・事 故 防 止 の 留 意点 〈平成 1 6 - 1 9 年度版〉 ． 独立行政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振興 セ
ン タ ー 健康安全部 ． 2005 - 2008 よ り 若者 作 成 ）

学校 21 件 ， 中 学校 23 件， 高等学校 68 件 ， 高 等専 門 学校 2 f|\ 
幼椎 園 3 件 ， 保育所 2 件 と な っ て お り 、 高校生 に お け る 死亡 が
半数以上 (57%) を 占 め て い た ． 障害事例 は 506 件， 負 傷 ・ 疾
病 事 例 は 2,161 ,943 件 で あ っ た こ れ か ら 換算 す る と 1 件 の 死
亡 災 害 の 背景 に は 4 件 以 上 の 障 害 事 例 と 20.000 件 近 い 負 傷 ・
疾 病事例 （療壺 に か か っ た 費 用 が 5,000 円 以上 の も の ） が存在

し て お り ， こ れ ら は 学校 に お け る 死亡 災 害 の潜在 的 可 能性 を 示
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す 数値 と い え よ う ． つ ま り ， 1 件 の 死 亡 災 害 は 氷 山 の ほ ん の 一

角 で あ り ， 死 亡 災害 に つ な が る 危 険性 は 学校生活 の 中 に 日 常 的
に 転 が っ て い る こ と を 強 く 認識すべ き で あ る

休 育 活動 中 の 死 亡 事 例 を 見 て み る と ， 2002 � 2006 年 度 の 5
年 間 で ， 763 件 の 死亡 災害 が報告 さ れ て い る が （ 表 l - 5 ， 独立
行 政 法 人 日 本 ス ポ ー ツ 振興 セ ン タ ー ， 2005 - 2008) ， そ の う ち
正 課 休 育 中 の 死 亡 が 66 件 (8.7 %） ， 課 外 部 活 動 中 が 120 件
( 1 5.7%） ， 正 課 ク ラ ブ活動 や休育 関 連行事が 30 件 (3.9%） で こ
れ ら を 合計す る と ， 学校管理下 で の 体育 活動 で の 死亡 は 216 1牛
(28.3%） と な っ て い る ． こ れ ら 216 件 の う ち ， 心臓 ・ 中 枢神経

表 1 - 5  2002 ~ 2006 年 度 に お け る 体育活動 中 の 死亡件数
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系 な ど の 突 然 死が 155 1牛 (71.8%) と 大 半を 占 め ， 外偽 ・ 溺 死

に よ る 死亡が 48 件 (22.2%） ， 熱 中 症 に よ る 死 亡が 1 3 件 (6.0%)

で あ っ た ． 心臓 ・ 中 枢 神 経系 な ど， 内 因性 に よ る 死 亡は予 見 す

る のが難しい部分 も あ り ， 予 防 と い う 点 では限界があ る が ， 外

傷 溺 死 ， 熱 中 症 に よ る 61 件 ， 年 間 約 12 件 の 学校休育 で の 死

亡 災 杏は ， 危 険1、生を理解し， 対 策 か と ら れて さ え い れば ほぼ防

ぐ こ と が可 能 だ っ た 事例 で あ る ． 体育 ・ ス ポ ー ツ 指導者は こ の

数字を 0 に す べ く ， 日 々 努力を続 けて い か な け れば な ら な い

Qj1 - 5 - 2 ス ポ ー ツ 災 害

我が国 に お け る ス ポ ー ツ 現場 で の 災 害 に つ い て 考え る と き

大き な き っ か け と な っ た 事故 と して 以下 の 2 件が あ る ． 1 件 目

はバ レ ー ボー ル の 米 国 代 表 で オ リ ン ピ ッ ク銀 メ ダ リ ス ト の ， 当

時 ダ イ エ ー に 所属 して い た フ ロ ー ・ ハ イ マ ン 選手が， 1986 年 1

月 に 行われ た 日 本 リ ー グ の 試合 中 に 亡 く な っ た 事故 で あ る ． ハ

イ マ ン 選手が交 代 で ベ ン チ に 下が っ た 後 に 崩 れ 落 ちる様子がテ

レ ビ の 映像 で何度 も 流 さ れ た ． しかし， ハ イ マ ン 選 手はその場

で救命措置を受 け な い ま ま 担架 で 運 び出 さ れ， 試合がその ま ま

継 続 さ れ た こ と で 米 国 国 民 か ら 非難 さ れる結果 と な っ た ． 当

時 欧米 では ， 事故 ・ 急病 の と き は， 救急車が来る前 に ， す ぐ

近 く に いる発見 者 （ バ イ ス タ ン ダ ー ） が心肺蘇生を施 す の が 当

然 と さ れ て い た の に 対し， 日 本 では心肺蘇生法の重要性が一般

市民の間 で ほ と ん ど認識 さ れ て お ら ず， 我が国の救急 医 療の立

ち 遅 れを認識 さ せ ら れ た 事故 で あ っ た ． も う 1 件は 2002 年 11

月 ， 高 円 宮 憲仁殿下がス カ ッ シ ュ をして い る最中 に 心室細動を
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起 こ し ． 搬送先 の 病 院 で 急逝 さ れ た 事 故 で あ る ． こ の 事故 を

き っ か け に ． 非 医 療従事者 の 自 動 休外式 除 細 動 器 (AED) 使

用 に つ い て 検討 が行 わ れ ． 2004 年 7 月 よ り 一 般使用 （講習 会

な ど の受 講義務 も な い ） が許可 さ れ た ． 以降． 全 国 的 に公共施

設 を は じ め ， さ ま ざ ま な 施 設 で普及が進 ん で い る

表 l - 6 は ． 我が国 の ス ポ ー ツ 中 の 突 然 死 の 死 因 に つ い て 示

し た も の で あ る ( Ill半柳 ら ． 2002 ) ． ス ポ ー ツ 中 の 突 然 死 の 8 割

を 心疾患が 占 め る ． 中 高齢者 を 中 心 と し た 虚 血性心 疾 患 が最 も

多 く ， 全体の 43.3％ を 占 め る ． 次 に 多 い 死 因 が急性心機能不全

で あ り ． 21 .7％ と な っ て い る ． こ の 中 に は 近 年 ， 若年 者 の ス

ポ ー ツ 中 の 突然死 の 原 因 と し て 注 目 さ れ て い る 心臓震徽 も 含 ま

れ る と 考 え ら れ て い る ． 表 l - 7 は 米 国 に お け る 若 年 ス ポ ー ツ

選手 の ス ポ ー ツ 突然死 の死 因 に つ い て 示 し た も の で あ る ． 肥大

型 心 筋 症 が 26.4％ と 最 も 高 く ． 次 い で心臓 震 盪 が 1 9.9％ と な っ

て い る

「心臓裳盪」 と い う 言 葉 が広 く 知 れ渡 る き っ か け と な っ た の

が 2002 年 4 月 に 宮 城 県 で 起 き た 事故で あ る ． 小 学 4 年 生 男

児 2 人 が公園 で キ ャ ッ チ ボ ー ル （軟式球） を し て い て ， 近 く に

い た 当 時小学 5 年 生 の 男 児 の 胸 に ボー ル が 当 た っ て 死亡 し た 事

故 で あ る が 男 児 の両親がキ ャ ッ チ ボ ー ル を し て い た 男 児 2 人

の 両 親 を 相手取 り ， 合計約 6,255 万 円 の 損 害賠償 を 求 め る 訴訟

を 起 こ し た ． 裁判 の 結果， 裁判 官 は 「 ボ ー ル が反れて他人 に 当

た る こ と が十 分 に 予 見 で き ， 他人 に傷害 を 与 え ． さ ら に は死亡

に 至 ら せ る こ と があ る こ と も 予 見 し 得 た と い う べ き だ」 と 認定

し ． 男 児 2 人 の 両 親 に 「 こ う し た 危険 な状況での キ ャ ッ チ ボ ー
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表 1 - 6 我 が国 に お け る ス ポ ー ツ 突然 死 の 死 因

虚血性心疾患 231 433 

急性心機能不全 1 1 6 21 7 

ほ か の心疾患 83 1 5  5 

脳血管破綻 64 1 2  0 

大動脈瘤破裂 20 37 

ほ か の脳疾患 6 1 1 

ほ かの 内 因疾患 1 4  2.6 

( Ill平柳 ら ． 2002 を 改変）

表 1 - 7 米 国 の 若 年競技選手 に お け る ス ポ ー ツ 突然 死 の 原 因

肥大型心筋症 1 02 264 

心腺震盪 77 1 9.9 

冠動脈奇形 53 1 3.7 

原因不明の左室肥大 29 7.5 

心筋炎 20 5.2 

大動脈掴破裂 （ マ ル フ ァ ン症候群） 1 2  3 1 

不整脈源性右室心筋症 1 1  28 

冠動脈 ブ リ ッ ジ （ ト ン ネ ル） 1 1  28 

大動脈弁狭窄 1 0  2.6 

冠動脈硬化 1 0  2.6 

拡張型心筋症 ， 2.3 

粘液性僧帽弁変性 ， 2.3 

気管支喘息 8 2 . 1  

熱中症 6 1 .6 

薬物依存 4 1 0 

ほ か の循環器系疾患 4 1 0 

QT 延長症候群 3 08 

心サル コ イ ド ー シ ス 3 08 

心臓外傷 3 0.8 

脳出血 3 08 

(Maron, 2003 を 改変）
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ル を 避 け る べ き 注意義務があ っ た 」 と し て ， 連幣 し て 慰謝料 な

ど計約 6,000 万 円 を 支払 う よ う 命 じ た 男 児 の 死 因 に つ い て は ，

警 察 の 実 況 見 分 や 解剖 結 果 な ど か ら ， 投 げ た 球が胸付 近 に 当
た っ た こ と で， 心臓 に 衝 撃 が加 わ り 心停止す る 「心臓震盪」 を

起 こ し た と 結論付 け た ． 控訴審で も 一 審 の 判 決 を 支持 し ， そ の
後 期 日 ま で に 3,000 万 円 を 支 払 う こ と で和 解 が成 立 し た ． 裁

判 の 是非 に つ い て は こ こ で は 論 じ な い が 何 の 既往歴 や潜在的

疾 患 も も た な い健常 な 子 ど も が， キ ャ ッ チ ボ ー ル 程 度 の 衝 撃 で
も 死 に 至 る 可 能 性 が あ る と い う こ と を 思 い 知 ら さ れ た 事例 で
あ っ た ．

心臓震盪 は 「心臓へ の 機 械 的 刺 激 に よ り 誘発 さ れた心臓突然
死 」 と さ れ る ． 米 国 の 心臓震盪登録 シ ス テ ム で用 い ら れ た 診 断
基準 (Maron , 2002) は ， 以 下 の 4 項 目 で あ っ た ．

①心肺停止 の 直前 に 前胸 部 に 非穿通性 の 衝撃 を 受 け て い る ．
②詳細 な 発生状況が判 明 し て い る ．

③胸骨 ， 肋 骨 お よ び心臓 に 構 造 的 損傷 が な い ．

④心血管系 に 潜在 的 な 異常が存在 し な い．
表 l - 8 は こ の シ ス テ ム に よ っ て 1985 � 2001 年 に か け て 収

集 さ れ た 128 例 の デ ー タ で あ る ． 表 か ら も わ か る よ う に 野球の
ボ ー ル が胸 部 に 当 た っ た こ と で発 生 す る 例 が 4 割 以 上 を 占 め ，

突 出 し て い る ． 87 例 (68%) が ス ポ ー ツ 用 具 に よ る も の で ， ス

ポ ー ツ 中 の 身 体衝 突 が 19 例 ( 15%） ， 日 常生 活 や 遊 びの 中 で の
発 生 が 22 例 ( 17%） と な っ て い る 国 内 の 発症例 に つ い て は ，

系統的 に 収集 さ れ た 統計 デー タ は な い が， 輿水 (2007) の ケ ー

ス シ リ ー ズ に お い て も 18 例中 8 例 (44.4%） が野球ボ ー ル の胸
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表 1 - 8 心臓震 盪 の 胸 部衝撃の 内 容

野 球 ボ ー ル 53 

ソ フ ト ボ ー ル 1 4  

ホ ッ ケ ー パ ッ ク 1 0  

ラ ク ロ ス ポ ー ル 5 

ク リ ケ ッ ト ボ ー ル 2 

サ
ッ

カ ー ポ ー ル

l 
ス
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ポ

ニ
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ッ
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頭 （ ヘ ル メ ッ ト ）
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日 常生活 ・ 遊 び

遊 び の ボ ク シ ン グ
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そ の他

5 
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- - .  - . . . . . . . . 

6 
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1 1  

4 1  4 

1 0  9 

78 
39 

1 6 

| 
08 

0

0

8 

8 - -

39 

39 

3 1 

1 6 

1 6 

08 
· • • ▲ . . ,  

4 7  

3 9  

86 

(Copyright © (2002) Massachusetts Medical Society)  
( Maron et al.. 2002 を 改変）

部衝撃が原 因 と な っ て い る ． 発症年齢 は 生 後 3 カ 月 ～ 45 歳 ま

で と 幅広 い が， 13 � 1 8 歳 の 中 学 高 校生 を ピ ー ク に ， 18 歳 以 下
で の 発生 が 78％ を 占 め て い る ． 若 年 層 に 多 い の は ， ス ポ ー ツ

に 接 す る 機会 が多 い こ と と ， 発 育 途 中 で胸郭が柔 ら か く ， 衝 撃
が 心 臓 に 伝 わ り や す い こ と が 要 因 と さ れ て い る (Maron,
2002) 
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心臓震盪 を 防 ぐ方法 と し て は ， 胸 音I .； に 衝撃 を 受 け る 可 能 性 の

あ る ス ポ ー ツ ， 特 に 野詠や ソ フ ト ボ ー ル な どで は ， 胸 部 を 保護

す る ガ ー ド の 装 着 が 最 も シ ン プ ル で 効 果 的 で あ る ． た だ し

キ ャ ッ チ ャ ー が使 用 す る 全 身 を 覆 う プ ロ テ ク タ ー な ど で は な

く ， 胸 部 保 護 専 用 の ガ ー ド で な け れ ば ほ と ん ど 効 果 は な い

(Doerer et al., 2007 ; Madias et al. , 2007) ． 国 内 で は ， 大 手 ス

ポ ー ツ 用 品 メ ー カ ー に よ っ て 専 用 パ ソ ド が製 品 化 さ れ ， 発売 さ

れ る よ う に な っ た （ 図 1 - 1 1 ) ． 今後 は こ れ ら の 製 品 の 普 及 を 図

る と と も に ， ス ポ ー ツ 種 目 に よ っ て は ， 高校生 以下 は 装 着 を 義

務化す る な ど の 対応 も 必要 と な ろ う ． ま た ， 心臓震盪 は 胸 部衝

撃 に よ っ て 心室細動が引 き 起 こ さ れ た 状態 な の で， 発生 し て か

ら 除細 動 を 施 す ま で の 時 間 が そ の 後 の 生 存 率 を 大 き く 左 右 す

る ． 心肺蘇 生 法 お よ び AED の 一 層 の 普 及 が必 要 と な る ． さ ら

に リ ス ク の 高 い ス ポ ー ツ に お け る 指 導 の 見 直 し も 必 要 と な ろ

う ． 例 え ば野球で は ， 従 来 か ら ボ ー ル は 「休の正面で捕 る 」 「 グ

図 1 - 1  1 胸部保護パ ッ ド （写真提供 は ミ ス ノ 株式会社）
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ラ ブ に 頼 ら ず体全体で止 め る 」 「後 ろ に そ ら さ な い よ う 体 （胸）
に 当 て て 前 に 落 と す」 な ど の指導が行 わ れて き た ． こ れ ら の指
導法 は現場 で は何 の 疑 間 も 抱かれず ， 当 然 の よ う に 行 わ れて き
た と 思 わ れ る が そ こ に は安全性へ の 配慮 が欠 け て い た と 言 わ

ざる を 得 な い ． ス ポ ー ツ 場 面 に お い て安全の確保が最重要 で あ

る こ と は い う ま で も な い が ， 一 般論で は な く ， 現場で そ れ を 具

体化す る 指導法 の確立が求 め ら れ る
一 方 ， ス ポ ー ツ 災害 の 範疇 で は な い が 日 常生 活 の 中 で発生

し た 症 例 も 報 告 さ れ て い る 例 え ば米 国 で は ， 13 歳 の 兄 が投
げ た お も ち ゃ の プ ラ ス チ ッ ク バ ッ ト が 15 フ ィ ー ト （ 約 4.6m)
離 れ た 2 歳 の 妹 に 当 た っ て 死亡 し た 事例や ， し ゃ っ く り を 止 め
よ う と し て 互 い の 同 意 の も と で 友 人が拳で胸 を 突 い た と こ ろ 死

亡 し た 23 歳 男 性 の 事 例 ， 飼 い 犬 の 頭 が 2 歳 の 女 の 子 の 胸 に 当

た っ て 発症 し た 事例 も 報告 さ れ て い る (1'1aron, 2002) ． こ の
よ う な 日 常生活 に お い て 発生す る 事例 へ の 対応 策 と し て は ， 心

臓震罹 に 対す る 知 識 と 理解 ， 発生 し た 場合 の対応 （心肺蘇生 と
AED 使用 ） を 徹底 し て 行 っ て い く し か な い だ ろ う ．

1 - 5 - 3  ス ポ ー ツ の熱中症

夏 の 屋 外種 目 の 活 動 中 に 発 生 す る 熱 中 症 は ， 健康 な 若 者 を
襲 っ て 死 に 至 ら し め る こ と があ る ． こ の 原 因 が嵩温 と 太陽 の 直
射 熱 で あ る と 考 え る の は 誤 り で あ る ． 日 本 体 育 協 会 （ 以 下 ，

「 日 体協 」 と 略す ） が 出 し て い る 「 熱 中 症予 防 の た め の 連動 指
針」 で は ， ま ず水 を 飲み な が ら 運動す る こ と を 勧 め て い る ． 発
汗 を と お し て 失 っ た 水分 を 補給 し て 血液濃縮 を 防止す る こ と に
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よ っ て 体温 中 枢 を は じ め と す る 脳 の 損偽庫蚤減 を 目 指 し て い る
こ の 指針 が 出 さ れ た 1994 年 ま で の ス ポ ー ツ 界 で は 連 動 中 に
水 を 飲 む こ と を 厳 し く 禁 じ て き た ． ス ポ ー ツ が盛 ん に な る に つ

れ て ， ス ポ ー ツ ・ 運動 中 の 児童生徒 の 然 中 死が増加 し て ， 3 年

間 の 累 積 値 が 30 人 を 超 え る 事 態 が 出 現 し て 社 会 間 題 化 し た
こ れ を 受 け て 日 休協 は ， 連動 1=1」 の 水分代 謝研究で実糾 の あ っ た
京都府立 医 大 と 京都大学 の研究 グ ル ー プ に 委嘱 し て 指針 を 策 定
し た ． ス ポ ー ツ 界 の 抵抗 に あ っ て こ の 指針 は な か な か浸透 し な

か っ た け れ ど も ， サ ッ カ ー 界が こ の 指針 を 受 け 入 れ て 具休的 な
活動 を 進 め た こ と で 「 指 針 」 発 効 か ら 10 年 間 を 経 て ほ ぼ全 国
に 浸透 し て い っ た ． こ の 結果 ， II乍今の 運動 中 の 熱 中 死 の 発生件·
数 は ， 「指針」 計画 時 の 1/3 以 下 の 3 年 累梢値 を 10 件未牡蘭 に 抑
え て い る

労働 に 伴 う 然 中 症 は こ の 問 喫水 に 加I え て屋 内作業場 の 熱源
除去 空調 と 無人作業化 を 拙 し 進 め る こ と に よ っ て根絶 に 成功

し ， ス ポ ー ツ の 世界 と 同 様 の屋 外作業 中 の 熱 中 症対 策 だ け が最
後 に 残 さ れ た 課題 と し て 浮上す る こ と と な っ た つ ま り ， 屋外
運動 中 の 熱 中 症対 策 を 進 め る に 当 た っ て 労働衛生 の 手法 を 参考

に す る こ と は も は や で き な い 全 国 の 野球場 と 運動場 を 屋 内鋭
技場化 し て エ ア コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ す る こ と は ， 財 政 間 題 に 加

え て 環 境 間 題 の 視 点 か ら も 支持 さ れ る 見 込 み は な い ． 現状で
は ， 未 来 の あ る 10 人 の ス ポ ー ツ 好 き の 若 者 と 屋 外作業 に 従事

す る 国 民 の 幾人 か は 毎年犠牲 に な る こ と は 避 け ら れ な い ．

労働衛生 の 取 り 組み の 中 に あ る 「 熱源 の 除去」 と い う 語 に 筆
者 は 関心 を も っ た ． 屋外ス ポ ー ツ 活動 中 の 熱 中 症 を 起 こ し て い
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る 熱 源 は ど こ に あ る の だ ろ う か ？ 夏 休 み に 外 に 遊 び に 出 か け

る 私 た ち を ， 当 然 の 如 く 「 帽 子 を 被 っ て い き な さ い 」 と い う 母
の 言葉 が追 い か け て き た し か し こ の 母 の 言 葉 は 正 し い の だ
ろ う か ？ 気 象 学 者 や 建 築 学 者 に 尋 ね た と こ ろ ， 熱 を 連 ん で く
る 赤外線 は そ れが何 か の 物 質 に 当 た っ た と き に 初 め て 熱 に 変 わ
る ， つ ま り 太協直射光は ， 地 面 に 影 を 作 る こ と がで き る 構造物

（ 動植物 や 建 築物 な ど） の 太 陽 兄 の 照 射 面 で 熱 に 変 わ る ． 太 陽
の 赤外線 は ， 太 陽 の 表 面温度 （約 8,000℃ ) に 依存 し た 近 赤 外
線 （ 波 長 0.7 � 1 .5 µ m) で あ る ． こ れが地球の 表面 に 到 達 し て

然 に 変換 さ れ た 後 に は 最 大照射温度が 70℃ 未 満 の 遠 赤外線
（ 波 長 5.6 � 1 ,000 µ m ) を 発 し ， 近 赤外線 よ り も 効率 よ く 私 た
ち の休 を 温め る

真 夏 の 日 中 の 運動場 に で き る 私 た ち の 影 は ， 足 の 周 り に 小 さ
く ま と ま っ て い る が連動場や周 り の 施 設 に は さ ん さ ん と 日 差
し が降 り 注 ぎ， こ れ ら の場 所 で 太 陽光 は 熱 に 変 わ っ て い る ． 太
陽 自 体 は も ち ろ ん熱源 に 違 い は な い が， 地 面が も う 一 つ の 熱 源
に な っ て い る の で は な い だ ろ う か と い う 疑念がわ き あ が っ て く

る ． 我 が 国 に は 昔 か ら 「 照 り 返 し 」 と い う 言葉 が あ っ て ， 「 反
射」 に 近 い ニ ュ ア ン ス で用 い ら れ て き た 私 た ち は あ え て こ

の 言葉 を 使 う の を 避 け て 高 温 に な っ た 地面 が遠 赤外線 を 照射す
る 熱 源 で あ る と い う 意 味 を 込 め て 「 地 面 輻 射 (Ground
Radiation ) 」 と 呼ぶ こ と に し た ．

地 面輻射 は グ ラ ウ ン ド の 材 質 ご と に 固 有 の 数値 を 有 し ， 通 常
の 土 の グ ラ ウ ン ド で は lOOW/m円 人 工 芝 や ウ レ タ ン ・ サ ー

フ ェ ー ス で は 2 倍 の 200W/面 に 達 す る と の 測 定値 を 得 た ． 一
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方 の 太 陽 直射 は 正対 し た 面 で も 最大 l ,000WIm汀 児 度 で あ り （理
科年表） ， 水 平 面 の 場合 に は お お む ね 500WIm2 程 度 で あ る

者 ら の 計測値） こ と が判 明 し ， 競技場 の 地 面輻 射 は 太 陽 直射 の
4 割 ほ どの 強 さ の 新 た な 然 源 と 認識 し な け れ ば な ら な い こ と が

わ か っ て き た ． ま た ， 赤外線が熱 に 変換 さ れ る の は ． ！爵射面 に
限 ら れ る の で ， 真 夏 の 日 中 に 競技 場 に 立 っ て い る 休表 面 栢 が
2面 の 人 が太協 に ！！月 ら さ れ て い る 面桔 は お よ そ 0.5面 と な っ て ，

太陽 は 直 立す る 人休 に 250W の 熱 を 供給す る と 見積 も る こ と が
で き る ． 一 方 の 地面i輻射 は ． 全 方 向 か ら 照射 さ れ る の で足 の 裏

側 ， 肩 と 頭頂部 を 除 い た 約 l .5m2 に 照射 さ れ て ， 人 工芝 や ウ レ
タ ン の 競技場 で は 300 W. 水 分 を 含 ん だ 土 の グ ラ ウ ン ド で は
150 W を 供給 し て い る 計算 に な る ． い ず れ に し て も ， 真夏 の 日

中 に は ， 太 陽 の 直射 日 光だ け が唯一 の 熱 源 で は な く ， 地面輻射
と い う 予想外の 危 除 な 熱源が潜 ん で い る こ と が判 明 し ， 休 に 供
給 さ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー 量 と し て は ， 太 陽 直射 に 匹敵す る 熱 源 で
あ る こ と は 間 違 い な い ．

皮 膚 温 と 直腸温 を 計 り な が ら ， 真 夏 の 連動場で歩行連動 を さ

せ る 実験 を 行 っ て ， 地 面 輻射 の 熱源 と し て の 意 義 を 確 か め た ．

屋外実験で は 気 象 条件 を そ ろ え る と こ ろ が ネ ッ ク に な っ て ， 明

確 な 差 を 見 出 す こ と が困 難 に な り が ち で あ る ． こ れ に は 同 時 に
行 う 実 験 回 数 を 4 1日 に 増 や す こ と で対応 し た ． 日 射量， 気 温，
風 も 連動量 も ま っ た く 同 じ で グ ラ ウ ン ド 表 面 の 材 質 だ け が異 な

る 隣 り 合 っ た 2 面 の 運動 場 で行 わ れ た 運動 に よ っ て 蓄 熱量， 足

と 下腿の皮膚温 発汗量 な ど に 有意 な 差が認め ら れ た ． こ の 結
果 ， よ り 大 き な 地面輻射 を 示 す運動場で は 地 表 そ の も の が熱 源
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で あ る こ と を 裏付 け る こ と がで き た ． こ れ ま で私 た ち 体育指導

者 に は 見 え て い な か っ た 新 た な 熱源 の 発 見 で あ る ． こ れ に よ っ
て ， 夏 季 の屋外連動 中 の 熱 中 症 に 新 た な 予 防手段 を 講 じ る 可 能
、「生が拓 か れ る こ と に な っ た ． こ れ は ま た ， 同 じ 熱 中 症 に 苦 し む

屋 外作 業 者 に と っ て も 福 音 を も た ら す こ と に な る は ず で あ る
（ 図 1 - 12 )

新 た な 熱源 と な っ た 地 l葡輻射 を 小 さ く 抑 え る た め に は 直射
日 光が当 た っ て も 地 面 の 温度 を 上 げな い工 夫が必要 に な っ て く

る ． 土壌 は 乾燥 し て い る よ う に 見 え て も ， あ る 程度 の水 分 を 含
み ， 地 下 の 水脈 を 通 じ て 水分補 給 を 受 け て い る ． こ の水 分 は
常 に 気化 し て 地表温度 を 低 く 保つ 働 き を し て い る ． 通 常 の 土壌
の 場 合， 真 夏 の 表面 温 度 は 約 40℃ 程 度 で あ る ． 一 方 の ウ レ タ

屋外競技場の熱源
太陽直射

輻射強度 (W/mり 500 
体表の 輻射面積 (mり 0.5
輻射入熱量 (W) 250 

地面輻射
←--二 人工芝 天然土壌

輻射強度 (W/m2) 200 1 00 
体表の輻射面積 (mり 1 .5 1 .5 
輻射入熱量 (W) 300 1 50 

固 1 - 1 2  夏季屋外競技場 の新 た な 熱源
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ン や 人 工 芝 の 競技場 の 表面温度 は ， 水脈が断 た れ て 水 に よ る 気
化冷却が行 わ れ て い な い た め に 放射冷却 だ け がllflー の 冷却機転

と な っ て い る こ と か ら ， 鉄板 の 表面 温度 と 同 じ 70℃ に ま で 上
昇す る こ れ は 運 動 に は 適 さ な い 環境 で あ る

土嬢 と い え ど も 完全 に 乾燥 し た 状況 で は ， 冷 却 の 手段 を も た
な い の で， 十 分 な 潅水 を し て か ら 運動 を 開 始す る よ う に 心がけ
て い た だ き た い ． 土 の グ ラ ウ ン ド は 水 は け を 考慮 し て 砕石 層 約
10cm を 敷 き 詰 め た 上 に ， 水 は け の よ い （水持 ち の 悲 い ） 表土
層 約 10cm を 硬 く ロ ー ラ ー で押 さ え 付 け て 載せ て あ る ． 土 の 層
が水脈 と し て 機能 す る の は ， 表 面 の 1 0cm だ け で砕石 層 は 水脈
を 分断す る た め の 層 で あ る こ と を 考 え れ ば， 土 の グ ラ ウ ン ド が

気化冷却 能 を 持続で き る 時 間 は 十分 な 降雨 か ら 数 日 の 範 囲 肉 と
想 定す る べ き で あ る 水 を ま く タ イ ミ ン グ を 把握 し ， 運動 に 適
し た 環境か ど う か を 知 る た め に は 地面輻射 を モ ニ タ ー し て ， 警
報 を 発す る 装置が有効 で あ る

日 体協 の 指針 に 用 い ら れ て 警報 と し て 推奨 さ れ て い る 暑 さ を
示 す 温 熱 指 標 は ， WBGT （ 湿 球黒 球温 度 ） で あ る ． 日 休協 の
委員 会 は 数 あ る 温熱指標 の 中 か ら 米空軍が操縦席 の 暑 さ を 評
価 す る 際 に 用 い た WBGT を 採用 し た こ と は ほ か に 代案 も な

か っ た こ と を 考 え る と ， 妥 当 な 判 断で あ っ た か も し れ な い ． し
か し ， こ の 指標 は 必ず し も 休温や休温上昇 と 比例 関 係 を 示 さ な

い と い う 指摘 が あ り ， 我 々 の 実験 で も こ の 指摘通 り で あ っ た ．

こ の実験で用 い た 地 面輻射 と い う 新 し い 温熱指標 は ， 直腸温が
大 き く 変動す る 前 兆 と な る 蓄 熱 量 の 増 加 量 と 明 ら か な 比例 関 係
に あ り ， 熱 源 の 大 き さ を 直接 反 映す る 指標 と し て 有望 と 考 え ら
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れ る ． こ れ を 測 定 す る 装 置 は ， 「 人 休輻 射 熱 計 」 の 名 称 で 筑波
大学が特許杜札 頒 I

―れ で あ る ． 運動 し て 発汀· し て い る 人休の 表面温
度 （平·均 皮 膚 温） を ペ ル チ ェ 索 子板で模擬 し ， そ の 表面 に 熱流
セ ン サ ー を 配置 し た 原 始 的 な 検 出 器 であ り な が ら ， 近赤外か ら
遠 赤外 ま で の 赤 外 線 の 全 波 長 幣 を 捕捉 し ， し か も 人 1本 に 流 入
（ 出 ） す る 熱景 を 直接 検 出 す る こ と か で き る ． 現状 は 旅 行 カ バ
ン サ イ ズ で 強 力 な バ ッ テ リ ー を 備 え る 必要 か ら 30kg も の 重 量
だ が ， 将 来 的 に は 1 kg 未 満 で ス ポ ー ツ 指導 者 や 屋 外作 業 の 現
場 監 督 員 の バ ッ グ に 入 る サ イ ズ ま で小 型 化 す る つ も り で あ る ．

ま た ， 150\V/m2 を 超 え る と 警報音 を 発 し て 練 習 ， 試 合 や 屋 外
作 業 負 荷 の 軽減 を 求 め ， さ ら に 条件が悪化 し た 際 に は 運動 や 作
業 の 中 止 を 求 め る 機能 を 付 け た も の に 改 善 ・ 進化 さ せ て い く つ
も り で あ る

熱 中 症 で 生徒 を 死 に 至 ら し め た 教 員 の 1 人 は ， 教 員 と し て の
職場 を 失 っ て 事務職員 に 配置換 え さ れ て い る と の情報 を 得 て い

る ． 体育学 部 で教 育 を 受 け ， 体育専 門 学群 で衛生学の教鞭 を と
ら せ て い た だ い て い る 私 は ． 体育 ・ ス ポ ー ツ 指導者 を 志 し て 大
学 に 入学 し ， 教 員 資格 を 得 て 巣立 っ て い っ た 彼 ら に 入 学 時 の
夢 を 生涯 に わ た っ て 全 う し て 欲 し い と 願 っ て い る ． こ う い う 立
場か ら の指導者支援 に 役立つ衛生学 を 確立 し ， 情報発信す る こ

と がス ポ ー ツ 衛生学 や体育指導者の衛生学の使命 と 考 え る ．

0 1 - 5 - 4  熱中症予防の ピ ジ ネ ス展開

熱 中 症予 防 は ， 教育 や ス ポ ー ツ 振興行政 だ け が担 っ て い る わ
け で は な い ． 飲料 メ ー カ ー は こ れ を 積極 的 に 推 し 進 め ， む し ろ
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行 政 を リ ー ド す る 形 で推 し 進 め て き た ． 附 相 40 年 代 以前 に ス

ポ ー ツ に 親 し ん で き た 圃 代 は 練習 中 に 水 を 飲 む こ と を 固 く 禁
じ ら れ た が， 硯在 で は 行政 競技 団体か ら 津 方 浦 々 の 指 導 者 に

る ま で水 を 飲み な が ら 練習 さ せ る よ う に 徹底 さ れて い る ．
ス ポ ー ツ ・ 連 動 l|］ の 熱 中 症 多 発 に 業 を 煮 や し た 日 休協 は ，

1 994 年 に 熱 中 症 予 防 の た め の 連 動 指針 を 発 表 し て ， 旧 習 を 廃
し て ス ポ ー ツ マ ン を 熱 中 症 か ら 守 る キ ャ ン ペ ー ン を 開 始 し た ．

こ の根拠 と な っ た デ ー タ は ， 幼稚 園 児 か ら 高専生 を 含 む 高校生
ま で の 学校管理

―
ド の 死亡 災害統計 と 水 を 飲み な が ら 連動す る と

削 的 に イ本温 （ 直腸 温 ） が低 下 す る と い う Montain ら が）心 ）l］ 生
理学誌 (Journal of Applied Physiology) に 発 表 し た 一 連 の 論
文 で あ る ． 京都府 立 医 大 と 京 都 大 学 医 学 部の 研 究 グ ル ー プ は ，
某飲料 メ ー カ ー の 強力 な 支援 を 得 て 京都大学 の ア メ リ カ ン フ ッ
ト ボ ー ル ・ チ ー ム を 対象 と し て ， Montain ら の デ ー タ の 追試 を

1了 っ て 再現性の あ る 研究で あ る こ と を 確認 し た ． そ の 後 各種 目

で こ の こ と は確 認 さ れ ， 日 本サ ッ カ ー 協 会が 同 様 の指針 を 出 す
こ と に よ り さ ら に 強 力 に 日 体協 の キ ャ ン ペ ー ン は 椎 進 さ れ て
し ヽ っ た ．

つ ま り ， Iせ界 展 開 を 行 っ て い る こ の 飲料 メ ー カ ー は 自 ら の
ノ ウ ハ ウ と 熱 中 症予 防 と を リ ン ク さ せ て ス ポ ー ツ 先進 諸 国 の ス
ポ ー ツ 行政 を 動 か し ， 消 費 動 向 を 操作 し て ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス を
開 拓 し ， 成 熟 さ せ て い っ た と 理解 で き る ． 然 る に ， こ の 飲 料

メ ー カ ー や 日 体協 は ， 熱 中 症予 防 指針 に 対 す る 自 己評価 を 行 っ

て い な い ． 指 針 策定 に 用 い た 統計の 最大値 は ， 5 年 間 累積値 と
し て 約 30 人 の 児童生徒が熱 中 症 に よ っ て 死 亡 し て い る と い う
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数佑 で あ っ た ． こ の 統計 は 財 HI i公 人 Il 本 ス ポ ー ツ 振興 セ ン タ ー

の事業 と し て 引 き 継が れ て お り ， 最 近 の 5 年 間 の 累 柏 然 中 症 死
亡 者 数 は ， 1 0 人 未 満 を 示 し て い る ． し か し ， こ の 数植 だ け で
単純 に 「 ス ポ ー ツ ・ 運動 中 の 熱 叶け祖 が減少 し た 」 と 言 い 切 れ な
い 社 会 の 変化が こ の 十 数年 の l廿］ に 起 こ っ て い る ． こ の 社 会 の 変
化 と は 従来学校が担 っ て き た 課外活動 と し て の 連動部が学校
か ら 社 会 休 育 事 業 や 総 合 吼 ス ポ ー ツ ク ラ ブヘ と 引 き 継 が れ て

い っ た こ と で あ り ， そ こ で生 じ る 災 害 0)袖債1月 姐 は ， 目 ず と 別
で あ る 「 ス ポ ー ツ 安 全1呆 除 J に 1） 1 き 継 が れ て い っ た ． ス

ポ ー ツ 安全保除 は ー、り 然 の こ と な が ら そ の 事業骰釘 を 行 っ て い る
が ， 然 中 症 に よ る 死亡 に 支払わ れ た 1牛 数 は ， 少 な い こ と を 理 由
に 「 そ の 他」 の 数伯 に 一 括 さ れ て ， 具休的 な 件 数が公表 さ れ て
い な い つ ま り ， こ の 伯が先 の 日 本 ス ポ ー ツ 振興セ ン タ ー の 件
数 に 加 え ら れ な い 限 り ， 熱 巾 症予 防 指針 の 効 果判 定 に は 至 ら な

い ． こ の 結 果 が ど う で あ れ ， 熱 中 村l：予 防 指針 は 1仕界 巾 が 同 調 し
て 進 め た 事業 で あ り ， 何 よ り も 当 時 ほ か に は 予 防 手段 を も た
な か っ た わ け で あ る か ら ， こ れ は 唯 一 の 選訳肢 で は あ っ た ． し
か し ， 我 々 が行 っ て い る 制 度 の 妥 当性評価 ま で は ， こ れ を 主導
し た 飲料 メ ー カ ー と 我が国 に あ っ て は 日 体協 の 責任 で実 施 さ れ
な け れ ばな ら な い

熱 中 症予 防指針の も う ー カ の 柱 は ， 環境指標 で あ る ． 熱 中 症
を 起 こ す 真 の 原 因 で あ る 環境 中 の 熱 を 検知 し て 危 険 な ゾー ン に
人 っ た と き に は ， で き る だ け 早 く 1且I 逍 し て も ら お う と い う 趣 旨
で収 り 人 れ ら れ て い る ． 然 中 症予 防指針 の 発足 当 初 は こ の た め
の 具 休策 は な く ， 日 休協 は こ れ を ， WBGT 計測器 の 普及 に よ っ
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て 実 現 さ せ よ う と し た ． 「指針計」 の 名 称 で 大 手 ス ポ ー ツ ）l］ 品
メ ー カ ー か ら 販 売 さ れ て い る 携瞥 堕 の WBGT 計測 器が登場 し ，

環境状態 を 把樹 し て 指導者 に 熱 中 甜 回 避 を 促す ツ ー ル が提供 さ
れ た が こ れ ま で の と こ ろ 知 名 度 は ま っ た く な い 筑波大学 の

休育専 門 学群 （学部 に 相 当 す る ） に 入学 し て く る 学生 で ， こ の
「指針計」 を 知 っ て い る 者 に 出 会 っ た こ と が な い ． 熱 中 症 予 防

指針 の 一 方 の 「水飲み」 が， 瞬 く 間 に 全 国 に 浸透 し て い っ た の
と ， こ れ は 好対！！月 を 成 し て い る ． 日 休協 や 各競技 団体が毎 年 開

い て い る 指導者講習 会 で は 「水飲 み 」 と 同 様 に ， 「指針計」 が
必ず収 り 上 げ ら れ て い る に も かか わ ら ず ， 指導者 は こ れ を 購入

し て 教 え 子 た ち を 熱 中 症 か ら 守 ろ う と い う 行動 に 出 て い な い ．

ち な み に ， 然 中 症 予 防 指針 で 「 原 則 禁 止 」 ゾ ー ン に 人 る 気 温
34℃ の 真夏 の 晴 れ た 日 に ， 「 今 日 は 暑 い か ら 練 習 を や め よ う 」
「 • • 練習 量 を 減 ら そ う 」 と い う 指導 者 が い る だ ろ う か 熱 中 症
予 防指針 の 中 の 環境指標 は ， 専 門 家 の 反対論 を 持 ち 出 す ま で も
な く ， ス ポ ー ツ 指導者 と 競 技者 の い ず れ か ら も 支持 さ れて い な
い こ と は 明 白 で あ る ．

こ れ に 対 し て 筆 者 は 前 の 1 - 5 - 3 項 で 述 べ た 地面輻射 を 採

川 し た 熱 中 症警報機 （ 図 1 - 13) を 考案 し て 特 許 を 仕＼ 願 し ， 審
査請求 中 で あ る ． こ の 装 置 で は 科学的 な 合理性 に 加 え て ， 指導
者 と 競技者 の 双 方 が警報 を 共有 で き る 利 点 が あ る が 現時点 ま
で に 装 置 を 製造販売す る 業者が決 ま っ て い な い ． 豊富 な 資 金 を
有 し ， かつ 熱 中 症予 防 に 責任 を 負 う べ き 廂 品 を 提供 し て い る 飲
料 メ ー カ ー 各社 と 日 体協 を 中 心 と し た 競技 団 休 は ， こ う し た 事
業 の 育 成 に 支援 し て 全国 な ら び に 全世 界 へ の 普 及 推 進 を 図 り ，
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図 1 - 1 3  熱中症警報機 （初号機）

こ の 育 成 に 応 分 の 負 担 を し て い た だ き た い 飲料が消耗 品 で あ

る の に 比べ て ， 熱 中 症警報機 は 耐久 消 費 財 で あ り そ の 市場規模
は ， 飲 料 と は 比べ る べ く も な い ほ ど に 小 さ い と 考 え ら れ る が，

ス ポ ー ツ を 愛 し ， ス ポ ー ツ の 健全育 成 を 頴 う 人 々 に よ っ て こ の
警報機 の 誕生 と 普及 を 暖か く 見守 っ て 欲 し い も の で あ る ．
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